
「
差
額
地
代
」

と

「
価
値
」

(七〉

ー

i
白
杉
庄
一
郎
教
授
の
所
説
に
関
連
し
て
i
l

井

上

周

j¥ 

一
は
じ
め
に

二
工
業
部
門
で
の
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
の
固
定
化
を
独
占
利
潤
の
基
本
的
源
泉
と
す
る
白
杉
氏
の
見
解
と
、
そ
の
理
論
的
根
拠

三
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
の
第
一
の
実
体
的
基
礎
|
!
日
杉
氏
の
「
社
会
的
評
価
説
」
の
検
討

四
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
解
釈
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
生
産
説
」
と
「
消
費
説
」

五
い
わ
ゆ
る
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
〈
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
〉
に
つ
い
て
の
諸
解
釈

六
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
、
と
く
に
い
わ
ゆ
る
「
不
明
瞭
な
筒
所
」
の
検
討

付
市
場
価
値
論
の
意
義

国
市
場
価
値
決
定
に
お
け
る
コ
一
一
つ
の
組
合
せ
」

同
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
に
お
け
る
市
場
価
値
の
特
殊
規
定

側
「
私
見
」
|
|
市
場
価
値
の
「
競
争
説
」
的
解
釈

同
種
瀬
茂
氏
の
「
景
気
循
環
的
市
場
価
値
」
説

同
種
瀬
氏
所
説
へ
の
若
干
の
疑
問
ハ
以
上
既
裁
〉

七
市
場
価
値
の
「
特
殊
規
定
」
の
典
例
が
差
額
地
代
論
に
お
け
る
市
場
価
値
規
定
で
あ
る
と
い
う
見
解
の
検
討

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

?
U
 

イ
ノ



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

四
C 

七

市
場
価
値
の
「
特
殊
規
定
」
の
典
例
が
差
額
地
代
論
に
お
け
る
市
場
価
値
規
定
で
あ
る

と
い
う
見
解
の
検
討

「
不
明
瞭
な
箇
所
L

で
の
市
場
価
値
の
特
殊
規
定
の
性
格
を
よ
り
深
く
認
識
す
る
た
め
に
は
、
し
ば
し
ば
そ
れ
と
の
関
連
で
問
題
と
さ

れ
る
「
差
額
地
代
論
で
の
市
場
価
値
規
定
」
に
つ
い
て
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

「
不
明
瞭
な
箇
所
」
で
の
い
わ
ゆ
る
市
場
価
値
の
「
限

界
規
定
」
と
、
差
額
地
代
論
に
お
け
る
市
場
価
値
の
「
限
界
規
定
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
事
態
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関
連
が
あ
る
の
か
。
ま

た
は
ど
の
よ
う
な
関
連
も
な
い
の
か
。

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
差
額
地
代
の
木
質
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が

あ
る
。
差
額
地
代
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ぞ
れ
が
市
場
価
値
の
第
二
規
定
と
、
ど
の
よ
う
に
こ
と
な
る
か
が
明
ら
か

と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
有
名
な
円
資
本
論
』
で
の
差
額
地
代
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
次
の
叙
述
か
ら
み
よ
う
。

「
差
額
地
代
に
つ
き
総
じ
て
注
意
す
べ
き
は
、
生
産
物
量
の
市
場
価
値
は
つ
ね
に
総
生
産
価
格
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
表
一
を

と
っ
て
み
よ
う
。
一

O
ク
オ
ー
ダ
ー
の
総
生
産
物
が
六
0
0
シ
リ
ン
グ
で
売
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
け
だ
し
、
市
場
価
格
が
、
ク
オ
ー
ダ
ー
あ

た
り
六

0
シ
リ
ン
グ
と
い
う
A
の
生
産
価
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現
実
的
生
産
価
格
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

〉
)
H
凶
『
斗
l
k
可
i
u
g
柏
、
-
」
υ
、
、
、
H
W
1
斗
l
u
刊
i
n
n
A
山
(
)
山
¥
午
て
W
1

切

)
N
U
可
う
l
仙
、
1
1
8
w
¥
q
v
¥
、
H
U
刊
斗
l
u
w
i
u
u
ω
o
w
q
て
U
1
4

0
)
ω
凶
可
斗
l
u
可
1
1
8
v
、
包
て
、
同
比
可
斗
l
、
!
"
H
N
o
w
-
て
凶
刊

。
)
品
、
斗
l
u
可
1
1
8
v
こ
」
υ
¥

、
H
U
1
斗
l
比
可
i
u
u
z
v
u
v
¥
U
1

¥ノ

呂
、
斗
l
u
可
i
l
g
o
w
、
二
」
て
、
同
市
社
世
w
H
凶
刊
斗
l
u
可
!
日
立
で
日
」
て
u
w
o

一
O
ク
オ
ー
ダ
ー
の
現
実
的
生
産
価
格
は
二
四
0
シ
リ
ン
グ
で
あ
る
。
こ
れ
が
六

0
0
シ
リ
ン
グ
で
売
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
二
五

O
M
m
の
高
す
ぎ

で
あ
る
。
一
ク
オ
ー
ダ
ー
の
現
実
的
平
均
価
格
は
二
四
シ
リ
ン
グ
、
市
場
価
格
は
六

0
シ
リ
ン
グ
で
あ
り
、
や
は
り
二
五

O
M
の
高
す
ぎ
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
は
、
市
場
価
値
|
|
資
本
制
的
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
競
争
を
媒
介
と
し
て
自
ら
を
貫
徹
す
る
市
場
価
値
!
lー
に
よ
る
規
定
で
あ
る
。
こ



の
規
定
は
、
あ
る
虚
偽
の
社
会
的
価
値
を

2
5ロ
皆
目
的
口
ぽ
ロ

g
N
E
H
3
4『
叩
ユ
生
み
だ
す
。
こ
の
虚
偽
の
社
会
的
価
値
は
、
土
地
生
産
物
を
支
配
す

る
市
場
価
値
の
法
則
か
ら
発
生
す
る
。
生
産
物
、
し
た
が
っ
て
ま
た
土
地
生
産
物
の
市
場
価
値
の
規
定
は
、
土
地
と
そ
の
最
鏡
度
の
差
等
と
に
基
づ
く

の
で
は
な
く
、
必
然
性
を
も
っ
て
生
皮
物
の
交
換
価
値
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
、
一
つ
の
社
会
的
行
為
|
|
社
会
的
に
意
識
さ
れ
や
す
意
図
さ
れ
な
い
で
行

な
わ
れ
る
行
為
だ
と
は
い
え

l
iで
あ
る
。
」
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
七
一
一

1
二
頁
、
訳
同
九
一
二

0
1
一
頁
)

」
こ
で
マ
ル
ク
ス
は
、

土
地
生
産
物
の
市
場
価
値
が
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
ー
ー
ー
そ
れ
は
個
別
的
生
産
価
格
で
も
あ
る
。

な
ぜ
な

ら
、
上
向
の
こ
の
段
階
で
は
、
す
で
に
生
産
価
格
論
が
解
明
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
農
業
へ
の
資
本
投
下
の
考
察
に
お
い
て
も
、

-マ
Jレ

グ
ス
は
土
地
に
工
業
の
平
均
資
本
が
投
下
さ
れ
る
と
前
提
し
て
い
た
の
だ
か
ら
!
ー
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、

と
の
べ
て
い
る
。

ぞ
れ

故
、
個
別
的
価
値
の
総
計
と
市
場
価
値
の
総
計
が
不
一
致
と
な
り
、
あ
た
か
も
市
場
価
値
の
第
二
規
定
の
実
証
で
あ
る
か
に
み
え
る
。
そ

」
で
、
た
と
え
ば
大
島
雄
一
、
高
島
永
幹
、
桑
野
仁
、
、

東
井
正
美
、

重
田
澄
夫
、

金
子
甫
の
諸
氏
は
い
ず
れ
も
、

な
ん
ら
か
の
意
味

で
、
こ
の
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
が
、
市
場
価
値
の
「
特
殊
規
定
」
の
具
体
例
も
し
く
は
典
型
で
あ
っ
て
、

門
時
岨
)

マ
ル
ク
ス
の
「
地
代
論
」
と
内
的
不
可
分
の
関
係
に
あ
ろ
、
と
さ
れ
て
い
る
。

「
不
明
瞭
な
箇
所
」
の
解
明
は

(
沼
〉
大
島
雄
一
氏
が
市
場
価
値
の
第
二
規
定
と
差
額
地
代
論
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
ふ
れ
た
が
、
高
島
永
幹
氏
も
特
殊

的
限
界
規
定
と
差
額
地
代
と
を
結
び
つ
け
て
、
大
島
氏
と
同
様
に
次
の
ご
と
く
の
べ
て
お
ら
れ
る
。

「
周
知
の
よ
う
に
、
地
代
論
が
取
扱
わ
れ
て
い
る
第
三
巻
第
六
篇
に
お
い
て
は
、
価
値
決
定
に
か
ん
す
る
『
特
殊
的
限
界
規
定
』
が
さ
し
た
る
理

論
的
説
明
な
し
に
、
む
し
ろ
自
明
的
に
前
提
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
篇
で
差
額
地
代
お
よ
び
絶
対
地
代
を
論
ず
る
に
当
っ

て
は
、
こ
れ
、
り
の
地
代
を
も
た
ら
す
穀
価
は
一
般
に
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
な
い
し
個
別
的
生
産
価
格
と
し
て
決
定
さ
れ
る
と
想
定
し
、
そ
の
さ

い
、
な
ぜ
穀
価
が
こ
う
し
た
限
界
価
値
な
い
し
限
界
生
産
価
格
と
し
て
決
定
さ
れ
る
か
は
詳
述
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
が
地

代
論
に
お
い
て
こ
れ
を
詳
述
し
て
い
な
い
の
は
、
す
で
に
、
第
三
篇
第
十
章
に
お
い
て
、
一
般
的
な
か
た
ち
で
果
た
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
彼
の
地
代
論
に
お
け
る
殺
価
形
成
の
問
題
を
正
し
く
把
え
る
た
め
に
は
、
こ
の
第
一
二
管
第
十
卒
、
と
く
に
問
題
の
い
わ
ゆ
る

『
不
明
瞭
な
箇
所
』
に
つ
い
て
徹
底
的
な
理
解
を
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
な
し
に
は
、
彼
の
差
額
地
代
論
に
お
け
る
従
来
か
ら
の
難
問
で
あ

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

四
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四

る
『
虚
偽
の
社
会
的
価
値
』
の
問
題
な
ど
、
と
う
て
い
正
し
く
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
高
茨
城
大
学
農
学
部
学
術
報
告
』
八
号
、

二
0
0
.員
三

ま
た
白
杉
氏
の
「
独
占
利
潤
論
」
を
批
判
し
た
章
一
回
氏
の
場
合
で
も
、
「
白
杉
教
授
は
、
さ
ら
に
農
業
に
固
有
な
特
殊
性
た
る
市
場
価
値
決
定
に

お
け
る
限
界
原
理
を
、
市
場
価
格
一
般
の
決
定
原
濯
と
し
て
、
不
当
に
拡
張
し
て
適
用
さ
れ
る
」
(
『
経
済
論
叢
』
八
四
巻
三
号
六
Q
頁
〉
、
「
農
業
に

お
け
る
限
界
原
理
の
作
用
は
、
部
分
的
に
利
潤
総
額
を
支
出
さ
れ
た
現
実
的
労
働
の
総
量
か
ら
背
離
せ
し
め
る
が
、
ぞ
れ
は
社
会
的
総
体
に
お
い
て

は
相
殺
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
」
(
向
上
六
三
頁
)
と
の
べ
て
お
ら
れ
、
こ
の
ほ
か
金
子
甫
氏
も
「
マ
ル
ク
ス
の
市
場
価
値
論
が
彼
自
身
に

よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
唯
一
の
も
の
で
あ
る
彼
の
地
代
論
」
戸
桃
山
学
院
大
学
円
経
済
学
論
集
』
一

O
巻
二
・
三
合
併
号
四
四
頁
)
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
マ
ル
ク
ス
の
地
代
論
が
市
場
価
値
の
特
殊
規
定
の
具
体
例
で
あ
り
、
「
典
型
的
ケ
i
ス
」
で
あ
る
と
み
る
見
方
は
、
そ
の
内
容
の
検
討
を
十

分
に
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で
一
般
的
に
み
と
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
だ
が
果
し
て
そ
う
い
い
、
7
る
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
次
に
、

「
不
明
瞭
な
箇
所
」
に
お
け
る
「
両
極
の
一
方
」
で
あ
る
最
劣
等
(
最
悪
)
の
生
産
諸
条
件
の
も
と
で
生
産
さ
れ
た
高

品
の
個
別
的
価
値
に
よ
る
市
場
価
値
の
規
定
の
「
典
型
的
ケ

l
ス
」
が
差
額
地
代
論
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
検
討
し
よ
う
。
差
額
地
代
論

に
お
け
る
マ
ル
グ
ス
の
問
題
提
起
な
ら
び
に
そ
の
解
決
と
、

い
わ
ゆ
る
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
の
最
劣
(
最
悪
)
規
定
を
対
比
し
て
、

両
者

の
差
異
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
市
場
価
値
範
曜
の
理
解
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
有
益
な
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
の
差
額
地
代
論
に
お
け
る
基
本
表
の
例
で
は
、
最
劣
等
地
の
経
尚
早

l
lた
だ
し
社
会
的
標
準
的
資
本
投
下
を
前
提
|
|
}
の
商

日
山
の
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
)
が
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
を
規
定
す
る
、
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
表
面
的
に
み
る
と
、
こ
こ

に
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
で
の
べ
ら
れ
て
い
た
市
場
価
値
の
最
悪
規
定
の
具
体
的
典
例
が
展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か

し
、
内
容
的
に
検
討
す
る
な
ら
、
右
の
推
測
が
皮
相
な
誤
っ
た
見
解
で
あ
る
こ
と
は
、
た
だ
ち
に
理
解
さ
れ
よ
、
海

(
却
〉
以
下
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
に
あ
た
っ
て
、
私
は
か
つ
て
の
私
見
岳
地
代
の
理
論
』
理
論
社
、
昭
和
三
八
年
二
月
、
『
農
業
経
済
学
の

基
礎
理
論
』
東
明
社
、
昭
和
四
二
年
二
月
)
の
主
要
な
諸
論
点
の
若
干
を
繰
り
返
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
で
き
う
れ
ば
拙
著
の
批
判
的
検
討
を
お
願
い

し
た
い
。



差
額
地
代
論
理
解
の
第
一
前
提
は
、
差
額
地
代
論
に
は
、

マ
ル
ク
ス
が
そ
れ
以
前
に
展
開
し
た
い
っ
さ
い
の
価
値
理
論
が
そ
の
ま
ま
継

承
さ
れ
、
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
確
認
し
て
お
く
こ
と
の
必
要
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
差
額
地
代
論
は
、
地
代
論
と
し
て

の
価
値
論
で
も
あ
り
、
地
代
論
を
価
値
論
と
の
「
直
接
的
か
っ
意
識
的
な
連
関
」
に
お
い
て
把
握
す
る
立
場
こ
そ
、
地
代
論
理
解
の
唯
一

の
科
学
的
立
場
で
あ
っ
た
。

マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
六
篇
「
超
過
利
潤
の
地
代
へ
の
転
形
」
第
三
一
七
章
緒
編
の
回
目
頭
で
、
第
六
篇
で
の
考
察
の
対
象
を

「
資
本
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
一
部
が
土
地
所
有
者
に
帰
属
す
る
か
ぎ
り
で
の
土
地
所
有
」

(
六
六
二
頁
、
訳
凶
八
六
五
頁
)

で
あ
る
と
限
定
し
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
こ
と
は
第
一
に
農
業
が
製
造
業
と
ま
っ
た
く
同
様
に
資
本
制
的
生
産
様
式
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ

て
お
り
、
製
造
業
者
が
糸
ま
た
は
機
械
を
生
産
す
る
の
と
同
様
に
、
借
地
農
業
者
が
小
麦
な
ど
の
生
産
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、

そ
れ
故
、
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
諸
資
本
の
自
由
な
競
争
、

一
生
産
部
門
か
ら
他
の
生
産
部
門
へ
の
諸
資
本
の
移
転
可
能
性
、
平
均
利
潤
の

同
等
な
高
さ
、
等
の
よ
う
な
「
資
本
制
的
生
産
様
式
の
諸
条
件
が
完
全
に
成
熟
し
て
現
存
す
る
と
い
う
こ
と
」

(
同
上
)
が
前
提
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
第
二
に
、
単
な
る
借
地
料
や
土
地
資
本
の
利
子
な
ど
は
、

マ
ル
ク
ス
の
範
曙
地
代
|
|
絶
対
地
代

と
差
額
地
代
ー
ー
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
、
超
過
利
潤
の
前
提
は
平
均
利
潤
で
あ
り
、
平
均
利
潤
と
の
対
比
に
お
い
て
の
み
、
超
過
利
潤
は
明
ら
か

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
差
額
地
代
も
そ
の
本
質
は
超
過
利
潤
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
差
額
地
代
に
転
化
す
る
超
過
利
潤

が
一
般
的
超
過
利
潤
と
異
な
る
点
は
、
そ
れ
が
独
占
さ
れ
う
る
自
然
力
の
充
用
に
よ
る
例
外
的
に
高
い
労
働
生
産
力
を
自
然
的
基
礎
と
す

る
平
均
利
潤
以
上
の
超
過
利
潤
で
あ
り
、
そ
れ
故
固
定
的
で
あ
っ
て
、
工
業
の
超
過
利
潤
が
よ
り
安
い
生
産
物
で
生
じ
た
の
に
対
し
、
農

業
の
そ
れ
は
よ
り
高
い
生
産
物
で
生
じ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
差
額
地
代
と
し
て
地
主
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
超
過
利
潤
が
、

工
業
の

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

四



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

四
四

超
過
利
酒
と
比
較
し
て
、
ど
の
よ
う
な
本
質
、
ど
の
よ
う
な
独
自
性
を
も
っ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
ま
え
に
超
過
利
潤

が
一
般
的
生
産
価
格
と
個
別
的
生
産
価
格
と
の
差
額
で
あ
る
点
の
理
解
か
ら
出
発
し
、

一
般
的
生
産
価
格
、
個
別
的
生
産
価
格
、
こ
の
生

産
価
格
成
立
の
前
提
と
し
て
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
的
生
産
部
門
内
で
成
立
す
る
利
潤
め
平
均
率
、
さ
ら
に
下
向
し
て
、
特
定
商
品
の
市

場
制
値
(
そ
の
平
均
規
定
と
限
界
規
定
の
理
解
)
、
市
場
価
信
と
個
別
的
価
値
、
さ
ら
に
、
社
会
的
価
値
と
個
別
的
価
値
と
の
差
額
で
あ
る
特

別
剰
余
価
値
、
究
極
的
に
は
『
資
本
論
』
冒
頭
の
商
品
価
値
に
つ
い
て
の
認
識
を
基
礎
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
差
額
地
代
論
に
は
そ
れ
以
前
の
マ
ル
ク
ス
の
経
済
理
論
が
前
提
的
じ
包
含
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
集
中

的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
の
が
マ
ル
ク
ス
の
差
額
地
代
に
関
す
る
基
本
表
(
表
一
)
で
あ
る
。

こ
の
基
本
表
の
な
か
に
は
、
差
額
地
代
論
以

前
に
展
閲
さ
れ
た
マ
ル
グ
ス
の
価
値
理
論
の
一
切
が
基
礎
前
提
と
し
て
合
ま
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

表
で
は
最
劣
等
地
A
か
ら
最
優
等
地
D
に
至
る
四
等
級
の
土
地
に
同
等
分
量
の
資
本
お
よ
び
労
働

!
iそ
れ
は
絶
対
地
代
論
段
階
で
は
六

O
C
十
回

O
Vと
し
て
現
実
に
近
づ
く
の
で
あ
る
が
、
差
額
地
代
論
の
こ
の
段
階
で
は
工
業
の
平
均
資
本
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
四

O
c

十一

O
V
の
有
機
的
構
成
を
も
つ
も
の
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
ー
ー
が
充
用
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
差
額
地
代
論
で
の
問
題
は
、
資
本

的
条
件
の
優
秀
さ
に
よ
っ
て
生
ず
る
超
過
利
潤
の
問
題
で
は
な
く
i
|
こ
の
間
題
は
、
す
で
に
差
額
地
代
議
以
前
で
解
決
ず
み
1
1
1
農
業

独
自
の
超
過
利
潤
が
問
題
で
あ
る
た
め
、
工
業
の
平
均
資
本
が
各
等
級
地
に
投
下
さ
れ
て
い
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業
独
自
の
超

過
利
潤
の
性
格
を
純
粋
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
現
実
に
は
各
等
級
地
内
で
資
本
条
件
の
優
劣
に
よ
る
超
過
利
潤
が

土
地
的
条
件
の
優
劣
に
よ
る
超
過
利
潤
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
き
、
差
額
地
代
を
発
生
せ
し
め
て
い
る
。
だ
か
ら
表
一
の
な
か
に
は
潜

在
的
に
工
業
の
超
過
利
潤
の
問
題
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
点
を
下
向
す
れ
ば
特
別
剰
余
価
値
、
社
会
的
価
値
と
個
別
的
価
値
、

『
資
本

論
』
回
目
頭
の
商
品
価
値
の
問
題
へ
と
ゆ
き
つ
く
の
で
あ
る
。



さ
て
、
こ
の
よ
う
な
前
提
に
立
つ
表
一
で
は
、
豊
韓
度
の
ち
が
い
に
よ
り
、

A
地
に
く
ら
べ
て

B

地
で
一
、

C
地
で
二
、

D
地
で
三
グ
オ
ー
ダ
ー
の
、
よ
り
多
く
の
生
産
物
が
収
穫
さ
れ
る
。
こ
れ
は

A
、

B
、

c、
D
な
る
各
農
業
経
営
の
独
占
的
生
産
条
件
た
る
土
地
的
条
件
|
|
基
本
表
で
は
位
置

は
捨
象
さ
れ
て
い
る
ー
ー
ー
に
よ
る
の
で
あ
る
。
土
地
的
条
件
以
外
の
資
本
が
自
由
に
採
用
し
創
造
し

う
る
生
産
諸
条
件
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ま
え
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
各
等
級
地
い
ず
れ
も
同

一
で
あ
り
、
標
準
的
で
あ
る
。
資
本
的
条
件
が
社
会
的
標
準
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
な
か
に
は
、
資

本
に
よ
っ
て
充
用
さ
れ
る
労
働
力
も
平
均
労
働
力
が
充
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
前
提
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
マ
ル
グ
ス
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
四
種
類
の
土
壌
、

A
、
B
、

c、
D
を
想
定
し
よ
う
。
さ
ら
に
、
一
ク
ォ

l
タ

l
の
小
麦
を
三
ポ
ン
ド

す
な
わ
ち
六
十
シ
リ
ン
グ
と
想
定
し
よ
う
。
地
代
は
単
な
る
差
額
地
代
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
ク
ォ

l
タ
l
あ

た
り
六
十
シ
リ
ン
グ
と
い
う
価
格
は
、
最
劣
等
地
に
と
っ
て
は
、
生
産
費
、
す
な
わ
ち
資
本
プ
ラ
ス
平
均
利

潤
、
に
等
し
い
。

A
は
、
こ
の
最
劣
等
地
で
あ
っ
て
、
五
十
シ
リ
ン
グ
を
投
下
し
て
一
ク
ォ

l
タ

i
u
六
十
シ
リ
ン
グ
を
生

産
す
る
と
し
よ
う
。
つ
ま
り
利
潤
は
十
シ
リ
ン
グ
、
ま
た
は
こ

O
%で
あ
る
。

B
は
、
同
じ
投
資
で
二
ク
ォ

l
タ

i
u百
二
十
シ
リ
ン
グ
を
生
産
す
る
と
し
よ
う
。
そ
の
利
潤
は
七
十
シ
リ

ン
グ
(
そ
の
う
ち
十
シ
リ
ン
グ
は
平
均
利
潤
1

i
引
用
者
)
で
あ
り
、
超
過
利
潤
は
六
十
シ
リ
ン
グ
で
あ
ろ
う
。

C
は
、
同
等
な
投
資
で
三
一
ク
オ
ー
ダ
ー
ー
百
八
十
シ
リ
ン
グ
を
生
産
す
る
と
し
よ
う
。
総
利
潤
日
百
三
十

シ
リ
ン
グ
。
超
過
利
潤
1
百
二
十
シ
リ
ン
グ
。

D
は
、
四
ク
ォ

l
タ
l
l
二
百
四
十
シ
リ
ン
グ
リ
超
過
利
潤
百
八
十
シ
リ
ン
グ
を
生
産
す
る
と
し
よ
う
。

そ
の
場
合
に
は
次
の
よ
う
な
序
列
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

代
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寸
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

そ
れ
ぞ
れ
の
地
代
は
、

D
で
は

H
g
v
q
v
¥
、

H
O
W
¥
}
〕
て
川
刊
旬
、
す
な
わ
ち
D
と
A
と
の
〔
利
潤
聞
の
〕

差
額
で
あ
り
、

C
で
は
口
。
〔
竹
¥
一
〕
て
は
刊
〕

H
O
W
-」
υ
¥
U
1
4

、
す
な
わ
ち
C
と
A
と
の
差
額
で
あ
り
、

B
で

は叶
O
V
こ
」
て
、
!
日
O
W
¥
午
て
凶
司
令
、
す
な
わ
ち
B
と
A
と
の
差
額
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
B
、

c、
D
の
総
地
代

は、

l
晶

、

斗

i
h可
l
l
g
c
w
¥
q
v
、
、
で
め
り
、
D
と
A
、
C
と
A
、

B
と
A
、
と
の
誇
差
額
の
総
和
じ

等
し
い
」
(
同
上
七
O
二
i
一
一
一
一
貝
、
訳
倒
九
一
七
九
頁
〉
。

し
た
が
っ
て
、
右
の
場
合
、
一

O
ク
ォ

i
タ
!
の
総
生
産
物
は
、
六

0
0シ
リ
ン
グ
で
売
ら
れ
る
。

そ
れ
は
市
場
価
格
が
グ
オ
ー
ダ
ー
あ
た
り
六

0
シ
リ
ン
グ
と
い
う

A
地
の
一
グ
オ
ー
ダ
ー
の
小
麦
の

生
産
価
格
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
現
実
的
生
産
価
格
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
一

O
グ
ォ
l
タ
!
の
現
実
的
生
産
価
格
は
二
四

0
シ
リ
ン
グ
、
こ
れ
が
六

σ
Oシ
リ
ン

グ
で
売
ら
れ
る
か
ら
、
二
五

O
%の
高
す
ぎ
で
あ
る
。

一
ク
オ
ー
ダ
ー
あ
た
り
に
つ
い
て
み
れ
ば
、

そ
の
現
実
的
平
均
価
格
は
二
四
シ
リ
ン
グ
、
市
場
価
格
は
六

0
シ
リ
ン
グ
だ
か
ら
、
や
は
り
二
五

O

必
の
高
す
や
き
で
あ
る
。

こ
れ
ら

A
、
B
、

c
、
D
地
の
収
穫
の
差
は
さ
し
あ
た
り
土
地
的
条
件
(
豊
度
)
の
た
め
で
あ
る
。

表
で
の
三
六

0
シ
リ
ン
グ
の
差
額
地
代
は
資
本
的
条
件
で
は
な
く
、
独
占
さ
れ
う
る
自
然
的
条
件
に

基
づ
〈
例
外
的
生
産
力
を
基
礎
と
し
、
そ
れ
ら
の
生
産
力
上
の
差
異
の
結
果
発
生
し
て
い
る
。
つ
ま
り

「
地
代
は
豊
能
度

Q
E口甘さ
R
Z
Z
m四
円
注
目
)
に
比
例
す
る
の
で
は
な
く
、
無
地
代
地
を
零
点
と
し
て

計
算
さ
れ
た
豊
穣
度
の
差
別

(
E
S
Z
Z片
付
忠
告
三
氏
m
n
E
E
O〉
に
比
例
」
(
同
よ
七
六
五
頁
、
訳
倒
一
(
〕

四
六

土地種類|生産…市場生産価格 lグ十回 輩抽 I 土とよ地すっ豊てる度例生外をじ的た自然生超的産過基利力礎潤に現実的生 豊

A タォーター 1=60シワング 1 x60シリング 最劣等 シリング

B 2 =60 2 x30 Aの2倍 60 

C 3=60 3 x20 Aの3iiき 120 

D 4=ω 4 X15 Aの4倍 180 

計 10=600 10=240 360 



。
八
頁
)
し
て
い
る
。

」
こ
に
、

一
ク
ォ

l
タ
!
の
小
麦
の
市
場
価
格
は
、
土
地
的
条
件
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
が
、

つ
ま
り
相
対
的
に
ゼ

ロ
で
あ
る
が
、
資
本
的
条
件
は
社
会
的
・
標
準
的
で
あ
る
と
こ
ろ
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最
劣
等
地
の
土
地
生
産
物
の
個
別

的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

マ
ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
土
地
的
条
件
が
ゼ
ロ
で
あ
り
、
資
本
的
・
経
営
的
条
件
が

社
会
的
・
標
準
的
な
経
常
の
農
産
物
の
個
別
的
価
値
が
市
場
価
値
を
規
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

か
く
し
て
直
ち
に

い
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
農
業
と
工
業
と
の
市
場
価
値
規
定
の
差
異
と
い
う
問
題
は
、
独
占
さ
れ
う
る
土
地
的
条
件
に
関
し
て

の
み
発
生
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
各
種
の
土
地
の
単
位
面
積
へ
の
資
本
投
下
は
、

「
与
え
ら
れ
た
生
産
条
件
の
も
と
で
標
準

的
と
看
な
さ
れ
る
一
定
の
資
本
が
充
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
」
(
同
上
七
五
七
瓦
、
訳
叫
九
九
五
f

六
頁
)
。
そ
し
て
「
同

等
面
積
の
相
異
な
る
地
所
に
充
用
さ
れ
た
、
同
等
分
量
の
資
本
の
不
等
な
収
覆
」
(
向
上
七
0
0耳
、
訳
倒
九
一
主
頁
)
だ
け
を
マ
ル
ク
ス
は

差
額
地
代
の
問
題
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
が
ら
を
簡
単
に
表
現
す
れ
ば
、
農
業
部
門
で
は
、

資
本
的
・
経
営
的
条
件
日
「
平
均
原
理
一
で
あ
る
が
、

土
地
的
条
件
U

「
限
界
原
理
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
は
ほ
か
な
ら
な
い
。

s
u
yレ、

マ
ル
ク
ス
の
地
代
論
に
お
い
て
、

マ
ル
ク
ス
批
判
者
の
い
う
よ
、
7
に
「
平
均
原
理
」
と
「
限
界
原
理
」
の
矛
盾
な
る
も
の
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
資
本
的
・
経
営
的
条
件
に
お
い
て
「
限
界
原
理
」
が
成
立
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
の
意
味
で
は
土
地
生
産
部

門
に
「
限
界
原
理
」
は
成
立
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
工
業
と
ま
っ
た
く
同
様
に
農
業
で
も
資
本
的
・
経
営
的
条
件
に
か
ん
す
る

「
平
均
原
理
」
は
貫
徹
し
て
い
る
。

た
だ
農
業
が
工
業
と
こ
と
な
る
と
こ
ろ
は
、
土
地
的
条
件
に
お
い
て
「
限
界
原
理
」
が
成
立
し
て
い

均
原
理
」
な
る
も
の
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
だ
が
農
業
の
い
わ
ゆ
る
「
限
界
原
理
」
と
呼
ば
れ
る
事
態
は
、
な
ん
ら
工
業
生
産
部
門
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
平

い
な
む
し
ろ
、
こ
れ
こ
そ
が
農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
の
必
然
的
在
り
方
で
あ
ろ
。

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

四
七
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四
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な
お
資
本
的
・
経
営
的
条
件
が
農
産
物
に
あ
っ
て
も
「
平
均
原
理
」
的
で
あ
る
と
い
う
以
上
の
説
明
に
関
連
し
て
、
で
は
農
産
物
が
、

市
場
価
値
の
第
二
規
定
を
、
つ
け
て
成
立
す
る
場
合
に
は
ど
う
か
、
と
い
う
点
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
場
合
に
は
、
た
し
か
に
い
わ
ゆ
る

「
限
界
原
理
」
が
成
立
し
て
い
る
。

だ
が
、

そ
れ
は
あ
き
ら
か
に
、

土
地
的
条
件
の
「
限
界
原
理
」
と
辻
こ
と
な
る
。

土
地
的
条
件
の

「
限
界
原
理
」
は
最
悪
規
定
で
あ
り
、
資
本
的
条
件
に
お
い
て
の
「
平
均
原
理
一
と
二
賓
の
規
定
を
、
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

土
地
的
条
件
の
「
限
界
原
理
」
は
、

マ
ル
ク
ス
が
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
で
の
べ
て
い
る
よ
う
な
需
給
の
特
殊
な
場
合
で
は
な
く
、
生
産
価

格
の
成
立
の
場
合
と
同
様
に
正
常
の
場
合
で
あ
る
。
だ
か
ら
同
じ
く
「
限
界
規
定
」
と
は
い
え
、
差
額
地
代
論
の
場
合
の
、

い
わ
ゆ
る
土

地
的
条
件
に
つ
い
て
の
「
限
界
原
理
」
の
成
立
と
、
一
エ
巻
十
章
の
「
不
明
断
な
箇
所
」
で
の
資
本
的
条
件
に
関
し
て
の
一
限
界
規
定
」
を

同
一
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

(
却
〉
落
流
利
用
の
生
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
つ
き
、
か
つ
て
鈴
木
鴻
一
郎
氏
は
硲
正
夫
氏
の
所
説
(
司
日
本
農
業
の
諸
問
題
』
一
二

O
七
頁
)

を
批
判
し
、
溶
流
の
場
合
は
い
わ
ゆ
る
「
限
界
原
理
」
で
は
な
く
「
平
均
原
理
」
が
貫
徹
し
て
い
る
と
主
張
ぎ
れ
た
。
た
だ
し
鈴
木
氏
の
「
平
均
原

理
」
は
、
本
文
で
指
摘
し
た
「
土
地
的
条
件
1
限
界
原
理
」
で
は
あ
る
が
、
「
資
本
的
条
件
1
平
均
原
理
」
と
い
う
意
味
で
の
「
平
均
尿
理
」
で
は

な
く
、
土
地
的
条
件
を
も
含
め
て
「
平
均
原
理
」
が
落
流
地
代
の
場
合
に
は
貫
徹
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
鈴
木
氏
は
次
の
よ
う

に
い
わ
れ
る
。
「
す
で
に
マ
ル
ク
ス
の
円
落
流
』
の
例
に
よ
る
差
額
地
代
の
『
一
般
的
性
質
』
の
説
明
か
ら
も
鏡
わ
れ
る
よ
う
に
:
:
:
、
『
市
場
価

値
決
定
の
特
殊
性
』
は
差
額
地
代
の
『
一
般
的
性
質
』
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ヨ
洛
流
』
に
よ
る
説
明
は
請
ゆ
る
『
平

均
説
』
を
も
っ
て
な
さ
れ
て
お
り
、
『
市
場
価
値
決
定
の
特
殊
性
』
は
そ
と
で
は
み
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
差
額
地
代
の
『
一
般
的
性
質
』

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」

Q
地
代
論
論
争
』
一

O
三
頁
)
。
こ
の
点
、
鈴
木
氏
の
よ
う
に
落
流
地
代
日
平
均
原
理
の
立
場
に
立
つ
な

ら
ば
、
新
沢
嘉
芽
統
氏
の
い
う
ご
と
く
、
「
第
一
に
落
流
使
用
の
生
産
者
が
差
額
地
代
に
転
化
し
う
べ
き
剰
余
利
潤
を
収
得
で
き
る
こ
と
、
第
二
に

そ
の
剰
余
利
潤
が
『
虚
偽
の
社
会
的
価
値
』
す
な
わ
ち
、
と
の
生
産
部
門
に
お
け
る
個
別
価
値
の
総
和
以
上
に
出
ず
る
市
場
支
配
的
生
産
価
格
部
分

で
あ
る
こ
と
」
品
農
業
剰
余
何
億
形
態
論
』
一
二
五
九
頁
)
を
説
明
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
鈴
木
氏
が
「
落
流
の
机
」
に
お
い
て
平
均
原
理
が
支
配
す

る
と
主
張
す
る
の
は
、
《
「
落
流
」
と
「
土
地
」
と
で
は
同
じ
独
占
で
き
る
自
然
力
で
あ
り
な
が
ら
、
「
洛
流
」
は
土
地
と
異
な
っ
て
資
本
に
よ
っ
て



代
替
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
σ

つ
ま
り
両
者
は
同
じ
一
制
限
的
性
質
」
を
も
ち
な
が
ら
、
「
落
流
の
制
限
的
性
質
」
は
資
本
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
う

る
可
能
性
を
も
っ
ー
ー
ー
た
と
え
ば
蒸
気
機
関
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
る
ー
ー
の
に
対
し
、
「
土
地
」
は
資
本
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
え
な
い
。
し
た
が
っ

て
こ
の
両
者
の
「
制
限
的
性
質
」
の
相
違
は
「
自
由
競
争
」
に
対
し
異
な
る
結
果
を
与
え
る
》
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
誤
っ
た
見
解
に

つ
い
て
は
大
内
力
氏
か
ら
も
批
判
が
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
納
得
で
き
な
い
。

す
な
わ
ち
、
代
替
性
が
あ
る
か
、
な
い
か
と
い
う
議
論
は
、
将
来
の
こ
と
で
あ
る
。
た
し
か
に
蒸
気
機
関
が
改
良
さ
れ
て
、
将
来
そ
れ
が
落
流
に

代
替
で
き
る
ほ
ど
、
そ
の
生
産
性
と
経
済
性
が
優
れ
た
も
の
と
な
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
問
題
の
時
点
に
お
い
て
は
、
ま
だ
そ

の
改
良
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
代
替
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
現
時
点
で
は
蒸
気
機
関
は
一

O
O
の
費
用
価
格
を
も
っ
て
で
な
け
れ
ば
、
生
産
を

行
な
え
な
い
状
態
に
あ
る
、
だ
か
ら
そ
の
時
点
で
の
市
場
価
値
は
、
そ
の
現
在
の
状
態
の
も
と
で
さ
ま
る
ほ
か
は
な
い
。
落
流
地
代
が
、
本
来
的
農

耕
地
代
ほ
ど
永
続
的
な
も
の
で
な
く
、
過
渡
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
意
味
で
「
代
替
性
」
が
問
題
と
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
与
え
ら
れ
た
時
点
の
市
場
価
値
決
定
に
つ
い
て
は
、
「
代
替
性
」
は
な
ん
ら
の
意
味
を
も
も
つ
こ
と
は
な
く
、
ま
し
て
、
「
代
替

性
」
が
あ
る
か
ら
一
平
均
原
理
」
が
支
配
す
る
、
な
ど
と
の
主
張
は
な
り
立
た
な
い
(
大
内
力
「
市
場
価
値
法
則
と
差
額
地
代
」
『
社
会
科
学
研
究
』

九
巻
四
・
五
合
併
号
二
四
五
頁
、
拙
著
「
地
代
の
理
論
」
一
五
九

i
六
O
頁
参
照
)
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
差
額
地
代
に
お
け
る
市
場
価
値
規
定
が
「
平
均
原
理
」
か
「
限
界
原
理
」
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
東
井
正
美
氏
は
、
鈴
木
氏

と
同
様
に
「
落
流
地
代
L

を
例
と
し
な
が
ら
、
独
自
の
表
を
作
成
さ
れ
、
差
額
地
代
論
で
は
「
平
均
原
理
」
が
貫
徹
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
「
虚

偽
の
社
会
的
価
値
」
は
存
在
し
な
い
、
と
い
う
見
解
を
発
表
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
氏
は
、
鈴
木
鴻
一
郎
氏
の
、
「
落
流
の
例
」
で
の
一
一
五
と
い
う
市
場
調
節
的
生
産
価
格
が
、
果
し
て
「
『
落
流
を
使
用
し
な
い
生
産
者

達
の
生
産
物
の
聞
の
市
場
価
値
』
に
限
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
こ
の
生
産
部
門
会
体
の
均
衡
運
動
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
市
場
価

格
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
(
問
題
の
焦
点
|
|
井
上
)
で
あ
る
。
も
し
前
者
で
あ
る
と
す
れ
ば
マ
ル
ク
ス
は
こ
こ
で
『
限
界
説
』
を
と
っ
て

い
る
わ
け
で
あ
り
、
後
者
で
あ
れ
ば
『
平
均
説
』
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
岳
地
代
論
論
争
』
勤
草
書
房
、
一
九
五
二
年
三
月
、
一

一
四
頁
)
を
引
用
し
、
も
し
「
『
落
流
の
例
』
が
『
平
均
原
理
』
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
『
F
・

s
-
w』
は
存
在
し
な
い
が
、
こ
れ
に
反

し
て
そ
れ
が
『
限
界
原
理
』
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
『
F
・

s
-
w』
が
存
在
す
る
」
(
「
地
代
と
市
場
価
値
」
、
関
西
大
学
『
経
済
論
集
』

十
八
巻
三
号
、
昭
和
四
三
年
八
月
、
一
一
四
頁
)
と
し
、
さ
ら
に
「
『
落
流
の
例
』
が
『
平
均
原
理
』
に
し
た
が
う
と
す
れ
ば
、
土
地
生
産
物
の
市

場
価
格
が
つ
ね
に
『
限
界
原
理
』
に
し
た
が
う
と
い
う
こ
と
を
、
市
場
価
値
法
則
と
の
関
連
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
良
い
の
か
、
と

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

四
九
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差
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」

五
0 

い
う
問
題
が
で
て
く
る
」
ハ
向
上
)
と
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
解
釈
を
示
さ
れ
る
。

ま
ず
氏
は
問
題
の
箇
所
を
次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

「
地
代
の
こ
の
形
態

?
u差
額
地
代
|
|
引
用
者
〕
の
一
般
的
性
格
を
示
す
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
一
回
に
お
け
る
工
場
の
大
多
数
は
、
蒸
気

機
関
に
よ
っ
て
運
転
さ
れ
る
が
、
一
定
の
少
数
は
自
然
の
落
流
に
よ
っ
て
、
運
転
さ
れ
る
も
の
と
想
定
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
か
の
諸
産
業
部
門
に

お
け
る
生
産
価
格
が
、
一

O
Oと
い
う
一
資
本
の
消
費
さ
れ
て
い
る
商
品
量
に
つ
き
、
一
一
五
で
あ
る
、
と
想
定
す
る
。
一
五
vm
の
利
潤
は
、
一

O

O
と
い
う
消
費
さ
れ
た
資
本
に
た
い
し
て
の
み
で
は
な
く
、
こ
の
商
品
価
値
の
生
産
で
、
充
用
さ
れ
て
い
る
総
資
本
に
た
い
し
て
計
算
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
生
産
価
格
は
、
前
に
考
究
さ
れ
た
よ
う
に
、
各
個
の
生
産
的
産
業
家
の
個
別
的
費
用
価
格
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
の
生
産
部
面
全
体
に

お
け
る
資
本
の
平
均
的
諸
条
件
の
も
と
で
、
そ
の
商
品
が
平
均
的
に
消
費
さ
れ
た
費
用
価
格
に
よ
っ
て
、
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
実
際
に
市
場

生
産
価
格
で
あ
り
、
そ
の
諸
振
動
か
ら
区
別
さ
れ
た
平
均
的
市
場
価
格
包

R
E
R
E口
E
E
H
W
E
呂
田
円
宮
町
円
四
目
的

1
1引
用
者
〕
で
あ
る
。
諸
商

品
の
価
値
の
性
質
が
表
示
さ
れ
る
の
は
、
す
な
わ
ち
、
商
品
の
価
値
が
、
一
定
の
商
品
量
一
ま
た
は
個
々
の
商
品
の
生
産
の
た
め
に
、
個
別
に
一
定
の

個
々
の
生
産
者
に
と
っ
て
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
社
会
的
に
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
、
市
場
に
存
在
す
る
商
品
種
の
社
会
的

に
必
要
と
さ
れ
る
総
量
を
、
社
会
的
諸
生
産
条
件
の
与
え
ら
れ
た
平
均
の
も
と
で
生
産
す
る
た
め
に
、
必
要
と
さ
れ
る
労
働
時
間
に
よ
っ
て
、
規
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
表
示
さ
れ
る
の
は
、
一
般
に
、
市
場
価
格
の
態
容
に
お
い
て
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
調
節
的
市
場
価
格
、
ま
た
は
市
場
生
産
価

格
の
態
容
に
お
い
て
で
あ
る
。

特
定
の
数
量
関
係
は
、
こ
こ
で
は
全
く
ど
う
で
も
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
、
水
力
に
よ
っ
て
運
転
さ
れ
る
工
場
に
お
け
る
費

用
価
格
が
、
一

O
Oで
は
な
く
た
だ
の
九

O
で
あ
る
、
と
仮
定
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の
商
品
大
量
の
市
場
調
節
的
生
産
価
格
は
、
一
五
%
の
利
潤
を
含

め
て
一
一
五
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
の
機
械
を
水
力
で
運
転
す
る
工
場
主
達
も
、
や
は
り
一
一
五
で
、
す
な
わ
ち
、
市
場
価
格
を
調
節
す
る
平
均
価
格

〔ロ

R
n
v
R
E
5名
日
山
田

i
i引
用
者
〕
で
、
売
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
彼
ら
の
利
潤
は
、
一
五
で
は
な
く
二
五
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
彼
ら

が
、
そ
の
商
品
を
生
産
価
格
以
上
に
売
る
か
ら
で
は
な
く
、
生
産
価
格
で
売
る
か
ら
で
あ
り
、
例
外
的
に
有
利
な
諸
条
件
の
も
と
で
、
こ
の
部
面
で

支
配
的
な
諸
条
件
の
平
均
水
準
を
超
え
て
い
る
よ
う
な
諸
条
件
の
も
と
で
、
彼
ら
の
商
品
が
生
産
さ
れ
、
ま
た
は
彼
ら
の
資
本
が
機
能
す
る
か
ら
で

あ
る
」
〔
阿
国
ユ
呂
田
円
♂

U
S
関白
U
H
S
Y

∞
品
・
同
ハ
Z
m
R
H
¥開
口
四
o
z
w
4『白円宵日冶回門戸

N
U
・)嶋田町門
N

〈
叩
込
山
間
回
目
門
戸
H
r
H由

EWω
・
2
ω
1
2・
向
坂

訳
本
E
/
2
、
八

O
五
i
O
六
、
傍
点
は
引
用
者
〕
。

そ
し
て
、
右
の
箇
所
で
は
「
『
表
面
で
は
た
だ
落
流
工
場
と
蒸
気
機
関
工
場
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
』
が
、
し
か
し
一
一
五
と
い
う



調
節
的
市
場
価
格
が
す
で
に
『
こ
の
生
産
部
面
全
体
の
均
衡
運
動
に
よ

り
て
作
り
出
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
』
一
不
さ
れ
て
い
る
、
と
理
解
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」
(
東
井
、
前
掲
誌
六
頁
)
と
し
て
、
下
の
よ
う

な
表
を
作
成
さ
れ
た
。

こ
の
表
の
前
提
条
件
と
し
て
、
氏
は
次
の
諸
点
を
あ
げ
て
い
る
。

-
問
題
の
諸
産
業
部
門
会
体
に
お
け
る
調
節
的
市
場
価
格
、
ま
た

は
市
場
生
産
価
格
は
、
一
五
%
の
利
潤
を
含
め
て
一
一
五
で
あ
る
。

2

自
然
の
落
流
を
動
力
源
と
し
て
利
用
す
る
工
場
1
1
1
以
下
水
力

工
場
と
呼
ぶ

i
l
の
個
別
的
費
用
価
格
は
、
一

O
Oと
い
う
一
般
的
費

用
価
格
包

2
田
口
四
冊
目
巴
日
開
ハ
0
2買
色
ろ
よ
り
も
以
下
の
数
字
な
ら

ば
九
五
で
も
九

O
で
も
八
五
で
も
良
く
、
「
特
定
の
数
量
関
係
は
、
こ

こ
で
は
全
く
ど
う
で
も
よ
い
L

。
と
い
う
の
は
、
地
代
に
転
化
し
う
る

水
力
工
場
主
の
特
別
超
過
利
潤
が
問
題
と
な
る
の
で
水
力
工
場
主
が
特

別
超
過
利
潤
を
あ
げ
う
る
よ
う
に
費
用
価
格
を
一

O
O以
下
に
定
め
れ

ば
良
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
マ
ル
ク
ス
は
、
水
力
工
場
主
の
費
用

価
格
を
、
「
一

0
0で
は
な
く
た
だ
の
九

O
」
だ
と
仮
定
す
る
。

3

理
解
を
助
け
る
た
め
に
、
こ
の
産
業
部
面
に
お
い
て
三
つ
の
諸

条
件
、
平
均
的
諸
条
件
、
そ
の
両
極
に
最
良
と
最
悪
の
諸
条
件
が
存
在

す
る
と
仮
定
す
る
。
蒸
気
工
場
が
大
多
数
で
水
力
工
場
が
少
数
だ
と
い

う
仮
定
か
ら
、
平
均
的
諸
条
件
と
最
悪
の
諸
条
件
と
が
蒸
気
生
産
部
面

に
属
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
落
流
生
産
部
面
は
最
良
の
諸
条
件
と
同

じ
と
考
え
て
お
け
ば
良
い
。

4 

次
の
こ
と
を
も
仮
定
す
る
。
①
い
ず
れ
の
諸
条
件
に
お
い
て
も

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

表 1価値と価格 〈剰余価値率:1∞鈎

伺則的靖生粋剛価値か
本 i 剰余価値|駕判定|商品量 I J:~~宣 l 平均価値|平均価格!ら価格

山 岨山且仙且の偏奇

+11Yz 

0 

-11Yz 

。345 

115 

345 

115 

合

平

表[I] 市場価値決定方式(その 1) 
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「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

五

資
本
の
有
機
的
構
成
に
は
相
違
が
な
い
も
の
と
仮
定
し
、
す
べ
て
の
資
本
の
構
成
は
、
百
分
比
に
お
い
て
、
二

O
分
の
一
・
七
の
不
変
資
本
と
二

O
分

の
三
の
可
変
資
本
と
か
ら
成
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
中
位
的
諸
条
件
の
も
と
で
の
資
本
の
平
均
的
構
成
は
、
八
五
C

十
一
五

v
と
い
う
定
式
に
よ
っ

て
表
わ
さ
れ
る
。
①
一
つ
の
不
変
な
剰
余
価
値
率
は
い
つ
で
も
一

O
O
Mで
あ
る
と
仮
定
す
る
。
③
不
変
資
本
が
い
つ
で
も
一
様
に
こ
の
資
本
の
年

間
生
産
物
に
這
入
る
と
仮
定
し
、
諸
条
件
の
も
と
で
機
能
す
る
諸
資
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
変
部
分
の
大
き
さ
に
比
例
し
て
、
一
年
間
に
同
量
の
剰

余
価
値
を
実
現
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
こ
の
仮
定
の
も
と
で
は
、
個
別
的
資
本
は
そ
の
ま
ま
個
別
的
費
用
価
格
と
見
な
し
て
も
良
い
。
①
回
転
期

間
の
相
違
が
上
の
詰
点
で
引
き
起
す
こ
と
の
あ
る
相
違
を
無
視
し
て
お
こ
う
。
⑤
「
一
五
須
の
利
潤
は
、
一

G
Oと
い
う
消
費
さ
れ
た
資
本
に
た
い

し
て
の
み
で
は
な
く
、
こ
の
商
品
価
値
の
生
産
で
、
充
用
さ
れ
て
い
る
総
資
本
に
た
い
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
点
に
留
意
し
て
、
諸
条
件

の
も
と
で
そ
れ
ぞ
れ
生
産
さ
れ
る
荷
品
の
個
別
的
価
値
は
、
剰
余
価
値
率
l
一

ooumの
も
と
で
は
逆
算
さ
れ
て
、
次
の
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
。

出
州
知
(
樹
首
持
)
匂
)
部
山
市

4
4
2
ぷ
口
+
お
ぶ
〈
十
H
ω
ぷ
3
1
H
S
X

潮
社
ぽ
(
叫
利
減

)
3謀
術

幸

四

円

+
5
4
十
5
5
1
H
H日

油
開
朔
(
叫
刺
狗
)

q

)

部
検
事
由
ω
ぷ
n
+
忌
ぷ
4
十
同
町
試
B
H尽
∞
ぷ

さ
て
以
上
の
前
提
の
も
と
で
、
氏
は
お
ぼ
流
利
用
を
合
む
こ
の
生
賢
部
門
全
体
で
一

Q
O単
位
の
商
品
が
生
産
さ
れ
て
い
て
、
平
均
的
諸
条
件
の
も
と

で
は
八

O
単
位
、
両
極
端
の
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
一

O
単
位
、
ず
つ
生
産
す
る
も
の
と
し
、
か
つ
諸
商
品
の
価
値
ど
お
り
の
交
換
、
販
売
と
い
う
前
提
の

も
と
で
は
、
「
平
均
的
市
場
価
値
」

2
a
a
z
R
Z岳
民
吉
区
お
豆
R
E
d『
旬
。
日
「
平
均
的
市
場
価
格
」

2
R
(山口
R
Z
n
E
E
-
w
Z
富
良
宮
ヌ
丘
四
〉

は
、
表
I
の
通
り
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
表
ー
と
同
様
の
趣
旨
で
作
成
さ
れ
た
表
〔
I
〕
「
市
場
価
値
決
定
方
式
(
そ
の
ー
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

と
す
る
と
、
氏
に
あ
っ
て
は
、
「
落
流
の
例
」
で
は
「
F

・
s
-
w」
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

だ
が
以
上
の
見
解
に
は
次
の
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
い
。

ω
氏
の
表
作
成
の
前
提
と
し
て
、
氏
は
「
い
ず
れ
の
諸
条
件
に
お
い
て
も
資
本
の
有
機
的
構
成
に
相
違
が
な
い
も
の
と
仮
定
」
し
、
最
悪
(
蒸

気
)
と
平
均
(
蒸
気
)
と
の
有
機
的
構
成
を
い
ず
れ
も
八
五
C

十
一
五
V
と
し
て
い
る
。
た
だ
両
者
の
ち
が
い
は
、
平
均
の
一
一
個
あ
た
り
商
品
の
費

用
価
格

(
C
十
V

〉
が
一

0
0で
あ
る
の
に
対
し
、
最
悪
の
そ
れ
を
一
一

O
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
な
ぜ
平
均
と
最
悪
と
い
う

差
が
生
じ
た
か
が
わ
か
ら
な
い
。
同
一
の
商
品
を
生
産
す
る
の
に
、
有
機
的
構
成
が
同
一
(
そ
れ
は
一
般
的
に
は
同
時
に
生
産
力
の
同
一
を
意
味
す

る
)
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
均
の
個
別
的
価
値
が
一
一
五
で
、
最
悪
の
個
別
的
価
値
が
一
二
六
%
で
あ
る
こ
と
を
氏
は
ど
の
よ
う
に
説
明
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。



川
氏
の
表
で
は
最
良
(
落
流
)
と
最
悪
(
蒸
気
)
と
の
「
価
値
か
ら
の
価
格
の
偏
侍
」
と
し
何
十
E

l

d

-

，
，
、
一

寸

刀

抽

壮

一

M

-

M

一

両

生

て
、
プ
ラ
ス
二

vnと
マ
イ
ナ
ス
二
泌
が
相
殺
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
マ
ル
ク
ス
の
落
流
の
肩
何
偏
一
日
。
一
引
一
'
が

下
γ

ト

十

一

+

一

り

題

場
合
は
、
表
で
示
せ
ば
下
の
よ
う
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
と
は
ト
l

古

木

上

ト

上

布

一
位
一

i

i

一
'

i

一

タ

ル

で

一

致

し

な

い

の

で

あ

る

。

一

剛

一

回

目

一

四

国

一

円

相

一
均
一

11
一

川

だ

か

ら

「

落

流

の

例

」

で

も

資

本

的

条

件

に

つ

い

て

は

「

平

均

原

理

」

が

支

乱

、

貫

徹

し

一

割

一

一

一

明

;

寸
ー
l

「
1
1
1
1
1
1
一1
1
1
1

一

5

F

て
お
り
、
土
地
的
条
件
に
つ
い
て
の
み
「
限
界
原
理
」
的
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
差
額
地
一
醐
一

5

5

一
5

5

一

山

ゴ

;

;

1
一

l

ご

伐
の
一
般
的
概
念
を
マ
ル
ク
ス
が
「
落
流

η
例
」
の
考
奈
に
よ
っ
て
引
き
出
し
た
次
の
二
点
か
一
喝
一

1

1

一
1

1

一

ω
ロ

一

平

一

一

一

ら

も

い

え

る

こ

と

で

あ

る

。

汀

斗

I

l

-

-

一

一

日

た

一別量一

3

0

一
S

G

一戸
4

1

ま

①
独
占
し
う
る
自
然
力
会
支
配
し
て
い
る
個
別
資
本
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
(
落
一
耕
蹴
一
問
問
一
四
川
一
出
制

h

一
一
諸
価
一
一

l

一
i

R

「

流
利
用
工
場
で
の
一

2
一
死
〉
ム
二
般
的
生
産
価
格
(
一
一
さ
と
の
差
額
よ
り
生
ず
る
こ
の
石
内
下
i
l
-
-
J
一1
1

1

3

一I

枇

削

地
代
(
生
産
物
単
位
当
り
一
一

vn、
総
計
一
一
五
)
は
常
に
差
額
一
地
代
で
あ
り
、
こ
の
世
一
績
は
一
時
一

ωω
一
則

1

一

川

淵

暗

一

商

一

一

一

と

可

代

商
品
の
一
般
的
生
産
価
格
の
う
ち
へ
規
定
的
に
入
り
こ
む
の
で
は
な
く
、
一
般
的
生
産
価
格
を
七
ド
下
|
|
|
一

t

L

M

一
的
値
一
%
一

κ

一

出

。

、

て

額

前

提

と

す

る

。

一

一

u.4
一
蹴
日
一
回
目
一
の

1
7
m
h
u
巾

嘘

一1

一
日
工
一

2

1

一

そ

も

山

市

②
こ
の
地
代
は
充
用
資
本
の
・
ま
た
は
充
用
資
本
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
る
労
働
の
・
生
産
市
川
十
I
l
l
-
-

一l

F

Z

m

己日

お
の
絶
対
的
増
大
か
ら
発
生
す
る
の
で
は
な
く
(
な
ぜ
な
ら
充
用
資
本
は
落
流
利
則
エ
場
も
そ
一
蹴
一

m一
回
一

m

m

一
戸
に
戸
=
、
つ
ぶ

h

一
時
一

M

日
一

M
t
u
一
一
一
河
川
一
河
川
れ
ぺ

の
他
も
同
一
と
前
提
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
)
、
一
生
産
部
門
に
投
下
さ
れ
た
一
定
の
個
別
的
一
耕
一
日
一
ぉ
一
刊
叫
叩
叫

U
口

吋

諸
資
本
が
有
す
る
例
外
的
・
自
然
生
的
な
好
条
件
|
|
他
の
諸
資
本
は
こ
の
例
外
的
・
自
然
生
寸

Ul--uliicぷ
品
約

一
対
一

v
n
v

一
%
v
一
十
十
十
十
あ

l

m

的
生
産
力
上
の
好
条
件
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
ー
ー
に
基
づ
く
相
対
的
な
生
産
力
の
優
位
か
ら
一
一
郎
町
一

n
v
一c
c

c

c
で

は

×

一
一
+
+
一
+
十
一
筋
卯
節
目
別
均
計
活

発

生

す

る

。

一

一

I
C

川
一

c

J

一

の

平

総

口

一
号
一
必
お
一
泌
お
一
〉
〕
〉
〉
の
の
く

な
お
、
落
流
地
代
の
考
察
か
ら
、
差
額
地
代
の
一
般
堅
守
し
て
、
マ
ル
ク
ス
は
さ
ら
に

E
h
l同
L
認
H

H

日

棚

田

次

の

三

点

を

指

摘

し

て

い

る

。

一

件

和

一

計

均

↑

町

h
U
引
円
叫
蜘
制
。

③

自

然

力

そ

れ

自

体

は

超

過

利

潤

の

源

泉

で

は

な

い

。

ぞ

れ

は

例

外

的

に

高

い

労

働

生

産

力

一

同

時

平

時

個

和

利

の
自
然
的
基
礎
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
超
過
利
潤
の
自
然
的
基
礎
を
な
し
て
い
る
。
一
言
最

1

2

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

合

平

五



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

五
回

④
土
地
所
有
は
こ
の
超
過
利
潤
創
造
の
原
因
で
は
な
く
、
こ
の
超
過
利
潤
の
地
代
形
態
へ
の
転
形
の
原
因
で
あ
る
。

①
落
流
|
l本
来
的
農
業
で
は
土
地
農
度

l
は
対
象
化
さ
れ
た
な
ん
ら
の
労
働
を
も
表
示
せ
ず
、
な
ん
ら
の
価
値
も
も
た
な
い
。
そ
れ
故
落
流

ー
ー
ま
た
は
相
対
的
に
豊
鏡
な
土
地
|
|
の
価
格
と
は
資
本
化
さ
れ
た
地
代
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
実
在
的
な
経
済
的
関
係
を
潜
ま
せ
て
い
る
不
合

理
な
表
現
で
あ
る
。

川
最
後
に
氏
は
「
し
か
ら
ば
、
次
の
命
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
良
い
の
か
。
『
地
代
を
も
た
ら
さ
な
い
最
劣
等
地
の
生
産
価
格
が
、
つ
ね

に
調
節
的
市
場
価
格
で
あ
る
』
(
何
回
当
C
。
こ
れ
は
、
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
二
一
一
口
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
一
九
地
代
を
も
た
ら
さ
な

い
最
劣
等
地
の
生
産
価
格
が
、
歴
史
的
事
実
で
は
つ
ね
に
調
節
的
市
場
価
格
で
あ
る
』
と
。
」
つ
二
ニ

l
四
賀
)
と
の
べ
て
い
る
。
し
か
し
最
劣
等
地

で
こ
そ
土
地
的
条
件
が
相
対
的
に
ゼ
ロ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
平
均
原
理
」
な
る
も
の
が
純
粋
に
支
配
貫
徹
し
う
る
こ
と
、
ま
た
優
等
地
で
は
土
地

の
有
限
性
と
土
地
豊
度
の
差
に
も
と
づ
き
、
い
わ
ゆ
る
一
土
地
経
営
の
独
占
一
(
レ

i
ニ
ン
)
が
生
じ

l
iた
だ
し
資
本
投
下
の
自
由
は
、
東
井
氏

も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
妨
げ
ら
れ
な
い
i

1
、
こ
こ
に
差
額
地
代
た
る
べ
き
農
業
独
自
の
超
過
利
潤
が
成
立
す
る
こ
と
、
が
明
示
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
資
本
的
条
件
U

平
均
原
理
」
、
「
土
地
的
条
件
H
限
界
原
理
」
と
い
う
競
争
を
媒
介
と
し
て
成
立
す
る
マ
ル
ク
ス
価
値
論
の
必

然
的
な
理
論
的
帰
結
が
、
さ
き
の
マ
ル
ク
ス
の
命
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
上
の
歴
史
的
事
実
1

1

果
し
て
、

そ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
実
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
別
と
し
て
ー
ー
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
に
は
疑
問
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
氏
は
、
「
F

・
s
-
w」
の
問
題
が
発
生
す
る
の
は
、
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
の
「
不
明
療
な
笛
所
」
で
の
い
わ
ゆ
る
「
限
界
原

理
」
の
場
合
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
が
私
に
は
納
得
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
乙
れ
と
同
様
の
納
得
で
き
な
い
見
解
は
他
の
諸
氏
か
ら
も
の
べ

ら
れ
て
お
り
、
重
要
な
論
点
な
の
で
別
に
詳
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、

「
資
本
的
条
件
日
平
均
原
理
」
、
一
3

土
地
的
条
件
日
限
界
原
理
」
と
い
う
差
額
地
代
論
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
市
場
価
値
(
市
場

生
産
価
格
)
規
定
の
内
容
的
理
解
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
、
三
巻
十
章
の
-
不
明
瞭
な
箇
所
」
で
の
市
場
価
値
の
第
二
規
定
と
は
こ
と
な
る

性
格
の
理
論
で
あ
っ
て
、
ま
し
て
や
、
そ
の
典
型
な
ど
で
は
な
い
こ
と
が
、
ほ
ほ
示
さ
れ
え
た
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
右
の
理
解
を
深
め
る
関
連
で
、
別
な
視
角
か
ら
、

い
ま
す
こ
し
考
察
を
加
え
て
み
よ
う
。

「
資
本
的
条
件
日
平
均
原
理
」
、
「
土
地
的
条
件
日
限
界
原
理
」
と
い
う
差
額
地
代
論
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
市
場
価
値
規
定
は
、
商
品



の
価
値
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
概
念
と
矛
盾
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、

「
社
会
的
必
要
労
働
時

間
」
と
は
「
社
会
的
標
準
的
生
産
諸
条
件
の
も
と
で
:
:
:
」
の
労
働
時
間
こ
そ
価
値
の
大
き
さ
を
規
定
す
る
労
働
時
間
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
の
に
、
土
地
生
産
物
の
場
合
は
土
地
と
い
う
生
産
条
件
が
最
劣
等
の
も
と
で
、
価
値
の
大
き
さ
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

土
地
生
産
物
の
価
値
の
大
き
さ
が
、
土
地
的
条
件
に
つ
い
て
は
「
限
界
原
理
」
的
に
決
定
さ
れ
る
と
す
る
見
解
が
正
し
い
と
す
る
限

り
、
必
然
的
に
『
資
本
論
』
第
一
巻
初
章
の
「
社
会
的
必
要
労
働
時
間
」
の
規
定
は
、
独
占
さ
れ
う
る
土
地
的
生
産
条
件
を
除
い
た
、
資

本
の
自
由
に
し
う
る
生
産
諸
条
件
|
|
資
本
自
体
の
創
造
し
う
る
生
産
諸
条
件
か
、
ま
た
は
自
然
の
ま
ま
で
、
す
べ
て
の
資
本
の
自
由
に

な
る
限
り
で
の
生
産
諸
条
件
ー
ー
ー
が
標
準
的
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
こ
で
の
生
産
の
主
体
的
要
因
た
る
労
働
力
も
平
均
労
働
で
あ
る
と
い

う
前
提
の
も
と
で
、
何
ら
か
の
使
用
価
値
を
生
産
す
る
の
に
必
要
な
労
働
時
間
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
解
釈
を
正
し
い
と
せ
ざ
る
を

え
な
い
。

つ
ま
り
マ
ル
ク
ス
の
い
う
一
社
会
的
・
標
準
的
生
産
諸
条
件
し
と
は
、

い
わ
ゆ
る
資
本
の
自
由
に
で
き
る
生
産
条
件
1
1
1
そ
れ

が
自
然
的
条
件
で
あ
れ
、
人
工
的
条
件
で
あ
れ
ー
ー
を
の
み
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
『
資
本
論
』
初
章
の
「
社
会
的
必
要
労
働

時
間
」
の
規
定
に
お
け
る
「
社
会
的
・
標
準
的
生
産
諸
条
件
」
や
、
市
場
価
値
決
定
の
場
合
の
い
わ
ゆ
る
「
組
合
せ
L

に
お
け
る
生
産
諸

条
件
の
中
に
は
、
土
地
的
条
件
は
含
ま
れ
な
い
の
は
、

つ
ま
り
土
地
的
条
件
に
つ
い
て
は
「
限
界
原
理
」
的
で
あ
る
の
は
な
ぜ
か
が
問
題

と
な
る
。
そ
こ
で
次
に
農
業
を
代
表
と
す
る
土
地
生
産
部
門
で
の
、

「
土
地
的
条
件
日
平
均
原
理
」
の
必
然
性
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
が
以

下
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
例
外
的
生
産
力
を
有
す
る
企
業
は
、
こ
の
生
産
力
が
自
然
的
条
件
に
起
因
す
る
か
社
会
的
条
件
に
起
因
す
る
か
を

間
わ
ず
、
同
一
時
間
内
に
よ
り
多
量
の
使
用
価
値
を
生
産
し
、
そ
の
単
位
当
り
の
商
品
に
含
ま
れ
て
い
る
個
別
的
価
値
を
小
さ
く
す
る
。

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
L

五
五
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し
か
し
一
商
品
の
価
値
は
そ
の
個
別
的
価
値
で
は
な
く
社
会
的
価
値
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
外
的
生
産
力
を
有
す
る
企
業
の
商
品
の

個
別
的
価
値
は
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
り
大
な
る
社
会
的
価
値
U

市
場
価
値
と
し
て
成
立
し
、

両
者
の
差
額
は
特
別
剰
余
価
値

|
|
生
産
価
格
段
階
で
は
超
過
利
潤
1

1

ー
と
な
る
。
こ
の
例
外
的
生
産
力
は
、
白
然
的
条
件
に
起
因
し
よ
う
が
、
資
本
的
経
営
的
条
件
に

起
因
し
ょ
う
が
、
超
過
利
潤
に
と
っ
て
は
走
別
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
自
然
的
条
件
に
は
、
独
占
す
る
こ
と
の
で
き
る
有
限
な
自
然
的
条

件
、
す
な
わ
ち
土
地
的
条
件
と
、
独
占
さ
れ
え
な
い
無
償
・
無
限
の
門
然
力
(
日
光
、
蒸
気
力
、

引
力
等
々
)
が
あ
る
。

一
般
に
独
占
さ
れ

え
な
い
自
然
的
条
件
は
企
業
が
い
つ
で
も
ほ
由
に
無
償
で
使
用
で
き
ろ
。
こ
の
よ
う
な
自
然
力
は
、
資
本
に
包
摂
さ
れ
、
資
本
の
生
産
力

と
し
て
、
資
本
が
自
由
に
採
用
で
き
る
と
こ
ろ
の
、
資
本
的
条
件
そ
の
も
の
、
も
し
く
は
そ
れ
に
付
随
す
る
一
要
素
で
あ
る
と
み
て
よ

い
。
差
額
地
代
の
考
察
に
お
い
で
問
題
と
な
る
の
は
、
独
占
さ
れ
う
る
有
限
な
白
然
力
た
る
土
地
的
条
件
で
あ
る
。
こ
の
土
地
的
条
件

は
、
資
本
が
自
由
に
採
用
し
た
り
、
創
造
し
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
か
い
、
こ
の
意
味
で
資
本
の
競
争
の
圏
外
に
あ
る
条
件
で
あ
る
。
レ

ー
ニ
ン
は
こ
の
点
に
関
連
し
て
「
土
地
経
営
の
独
占
」
と
よ
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
有
限
な
独
占
的
目
然
力
に
起
因
す
る
例
外

的
生
産
力
に
よ
り
、
優
等
地
の
経
営
は
同
一
時
間
内
に
よ
り
多
く
の
商
品
を
生
産
し
、
商
品
一
個
当
た
り
の
個
別
的
価
値
を
小
さ
く
す

る
。
が
、
農
産
物
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
価
値
は
個
別
的
価
値
で
は
な
〈
社
会
的
価
値
で
あ
る
。
そ
し
て
農
産
物
の
市
場
価
値
は
、
最
劣
等

地
の
社
会
的
標
準
的
経
営
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
は
資
本
制
生
産
様
式
の
基
礎
上
に
お
け
る
競
争
を

媒
介
と
し
て
成
立
す
る
市
場
価
値
に
よ
る
規
定
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
競
争
ー
一
の
必
然
的
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
表
一
の

A
地
は

平
均
利
潤
を
入
手
す
る
。
最
劣
等
地
の
資
本
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
が
社
会
的
・
標
準
的
な
資
本
投
下
で
あ
る
限
り
、
平
均
利
潤
を
入
手
で

さ
な
け
れ
ば
、
工
業
部
門
へ
の
資
本
投
下
に
よ
り
平
均
利
潤
を
当
然
入
手
で
き
る
の
で
、
も
し
平
均
利
潤
が
手
に
入
ら
な
け
れ
ば
結
局
は

損
な
農
業
部
門
を
引
上
げ
て
そ
ち
ら
へ
移
る
。
こ
の
結
果
、
優
等
地
の
商
品
の
個
別
的
価
値
は
、
そ
の
個
別
的
価
値
よ
り
大
き
な
市
場
価



値
と
し
て
成
立
し
、
こ
こ
に
両
者
の
差
額
H
超
過
利
潤
を
生
み
出
す
。
地
主
は
土
地
所
有
の
独
占
力
に
よ
っ
て
こ
の
超
過
利
潤
を
地
代
と

し
て
要
求
す
る
。
こ
の
地
主
と
資
本
家
の
競
争
辻
、
結
局
は
資
本
宗
が
平
均
利
潤
を
入
手
し
、
地
主
が
超
過
利
潤
を
入
手
す
る
と
い
う
傾

向
を
生
み
出
す
と
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
土
地
的
条
件
に
よ
っ
て
発
生
し
た
差
額
地
代
は
、
資
本
の
競
争
に
よ
っ
て
も
一

般
化
さ
れ
え
ず
、
平
均
利
潤
の
形
成
に
も
参
加
し
な
い
。
し
か
し
、

「
一
定
の
生
産
部
両
に
お
け
る
資
本
が
何
ら
か
の
理
由
で
均
等
化
の

過
程
に
措
き
こ
ま
れ
な
く
て
も
、
何
の
変
り
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
に
は
平
均
利
潤
は
、
社
会
資
本
の
う
ち
均
等
化
過
程
に
入
り

(
m
u
 

こ
む
部
分
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
」
〈
『
資
本
論
』
第
三
巻
、
一
九
九
頁
、
訳
川
二
六
三
頁
)
だ
け
で
あ
る
。

(
紅
)
マ
ル
ク
ス
は
、
農
産
物
の
市
場
価
値
は
最
劣
等
地
の
社
会
的
標
準
的
経
営
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
の
ぺ
、
こ
の
よ
う
な

事
態
こ
そ
は
資
本
制
的
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
競
争
を
媒
介
と
し
て
み
ず
か
ら
を
貫
徹
す
る
市
場
価
値
に
よ
る
規
定
で
あ
る
と
の
べ
て
お
り
、
ま
た

「
差
額
地
代
一
般
に
つ
い
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
生
産
物
全
体
の
市
場
価
値
は
常
に
総
生
産
価
格
を
超
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

と
、
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
に
言
及
し
た
問
題
の
箇
所
で
の
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
市
場
価
値
は
、
地
代
論
が
生
産
価
格
論
の
あ
と
で
展
開
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
市
場
生
産
価
格
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
当
然
の
疑
問
(
た
と
え
ば
日
高
晋
『
地
代
論
研
究
』
一
一
四
頁
以

降
)
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
本
稿
H
で
指
摘
(
本
誌
二
二
巻
二
号
六
頁
の
注
2
)
し
た
よ
う
に
、
生
産
価
格
論
を
終
え
た

差
額
地
代
論
で
は
市
場
価
値
を
市
場
生
産
価
格
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
に
は
ま
っ
た
く
異
存
は
な
い
。

で
は
、
市
場
価
値
と
マ
ル
ク
ス
が
の
べ
て
い
る
点
は
誤
ま
り
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
と
、
そ
れ
は
な
ん
ら
誤
ま
り
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
理

由
は
、
ま
ず
差
額
地
代
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
去
一
の
説
明
で
は
、
農
業
部
門
へ
工
業
部
門
の
社
会
的
標
準
的
資
本
が
投
下
さ
れ
て
い
る
、
と
い

う
前
提
が
置
か
れ
て
お
り
、
社
会
的
標
準
的
資
本
に
あ
っ
て
は
、
そ
こ
で
の
生
産
物
の
一
般
的
生
産
価
格
(
六

0
シ
リ
ン
グ
)
は
市
場
価
値
(
六

0

シ
リ
ン
グ
)
と
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
最
劣
等
地
と
い
う
土
地
的
条
件
の
相
対
的
に
ゼ
ロ
の
経
営
で
は
一
般
的
生
産
価
格
と
市
場
価
値
は

量
的
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

次
に
マ
ル
ク
ス
は
、
そ
こ
で
は
、
小
麦
と
い
う
農
産
物
の
市
場
価
値
U
市
場
生
産
価
格
の
成
立
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
優
等
地
で
の
差
額

地
代
に
転
形
す
べ
き
超
過
利
潤
の
発
生
を
問
題
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
問
題
の
中
心
は
、
同
一
生
託
部
門
の
競
争
に
よ
る
個
別
的
価
値
か
ら
の
市

場
価
値
の
成
立
と
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
担
過
利
潤
に
あ
り
、
ま
た
「
皮
偽
の
社
会
的
価
値
」
に
あ
る
。
そ
し
て
右
の
個
別
的
価
飽
か
ら
の
市
場
価

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」
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差
額
地
代
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値
」

五
八

値
の
成
立
が
、
平
均
利
潤
を
前
提
と
し
て
(
と
い
う
の
は
、
工
業
の
社
会
的
標
準
的
資
本
が
農
業
に
投
下
さ
れ
て
い
る
と
い
う
理
論
的
前
提
に
立
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
資
本
は
平
均
利
潤
の
獲
得
可
能
な
こ
と
が
理
論
的
に
前
提
さ
れ
て
い
る
)
、
個
別
的
生
産
価
格
か
ら
の
市
場
生
産
価
格
の

成
立
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
差
額
地
代
論
で
は
、
市
場
価
値
H
市
場
生
産
価
格
で
あ
る
か
ら
、
市
場
生
産
価
格
と
い
う
表
現
よ
り
、

市
場
価
値
と
い
う
表
現
の
方
が
差
額
地
代
の
成
立
を
同
一
生
産
部
門
内
の
競
争
と
い
う
古
川
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
純
粋
に
一
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
つ

ま
り
差
額
地
代
論
に
あ
っ
て
は
、
差
額
地
代
に
転
形
す
る
超
過
利
潤
は
市
場
価
値
が
ど
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
か
と
い
う
点
と
の
関
連
で
の
み
説
明

さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
平
均
利
潤
し
た
が
っ
て
生
産
伽
格
は
こ
の
市
場
価
値
が
平
均
利
潤
を
含
む
と
こ
ろ
の
市
場
生
産
価
格
で
あ
る
と
い
う
意
味

で
、
た
だ
差
額
地
代
に
転
形
す
る
超
過
利
潤
の
理
論
的
前
提
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
(
生
産
価
格
が
、
地
代
の
発
生
の
内
容
的
説
明
に
闘
係
す
る
の

は
、
い
う
ま
で
も
な
く
絶
対
地
代
の
場
合
で
あ
る
J

か
つ
て
桑
野
仁
氏
が
引
用
(
本
稿
附
参
照
)
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
の
次
の
よ
う
な
叙
述
も
、
超
過
利
潤
|
|
そ
れ
が
差
額
地
代
に
転
形
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
と
も

l
lの
把
握
は
同
一
生
産
部
門
内
の
競
争
の
え
地
か
ら
の
み
把
摂
さ
れ
る
こ
と
を
、
明
示
し
て
い
る
も
の
に
は
か
な
ら
な
い
。

「
だ
か
ら
、
事
情
は
と
も
あ
れ
、
諸
尚
品
の
諸
価
値
と
生
産
諸
価
格
と
の
区
別
ハ
す
な
わ
ち
異
部
門
間
の
競
争
|
|
桑
野
)
か
ら
生
じ
る
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
一
般
的
市
場
規
制
的
生
産
価
格
と
、
こ
れ
と
は
異
な
る
個
別
的
生
産
価
格
と
の
区
別
(
す
な
わ
ち
同
じ
部
門
内
の
競
争

l
l桑
野
〉

か
ら
生
じ
る
よ
う
な
、
そ
う
し
た
超
過
利
潤
の
み
を
z

寛
容
す
る
と
い
う
と
と
は
諸
資
本
の
傾
向
な
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
ら
の
超
過
利
潤
た
る
や
、
従

っ
て
ま
た
、
二
つ
の
相
異
な
る
生
産
部
面
の
聞
に
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
各
生
産
部
国
の
内
部
で
生
じ
る
の
で
あ
り
、
か
く
し
て
、
相
異
な
る
諸
部

而
の
一
般
的
生
産
価
格
す
な
わ
ち
一
般
的
利
潤
率
に
は
影
響
し
な
い
で
、
む
し
ろ
諸
何
値
の
生
産
諸
価
格
へ
の
転
形
お
よ
び
一
般
的
利
潤
率
を
前
提

と
す
る
の
で
あ
る
」
(
『
資
本
論
』
第
三
巻
八
一

O
頁
、
訳
凶
一

O
七
三
頁
)
。

ハ
ロ
)
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
章
で
「
地
代
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
は
、
次
の
叙
述
で
あ
る
。

「
し
か
る
に
超
過
利
潤
は
、
そ
の
他
に
な
お
、
特
定
の
生
産
部
面
が
自
己
の
商
品
側
値
の
生
産
価
格
へ
の
転
形
し
た
が
っ
て
自
己
の
利
潤
の
平
均

利
潜
へ
の
還
元
か
ら
免
れ
る
よ
う
な
状
態
に
あ
る
場
合
に
も
、
発
生
す
る
。
地
代
に
関
す
る
篇
で
主
口
々
は
、
超
過
利
潤
の
こ
の
南
形
態
の
さ
ら
に
詳

し
い
態
容
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
)
(
二
二
五
頁
、
訳
川
二
九
主
頁
)
。

右
で
い
う
超
過
利
潤
の
両
形
態
と
は
差
額
地
代
と
絶
対
地
代
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
差
額
地
代
に
あ
っ
て
は
、
土
地
経
営
の
独
占
が
超
過
利
潤
を
優

等
地
の
経
営
に
も
た
ら
し
、
土
地
所
有
の
独
占
が
こ
の
超
過
利
潤
を
「
差
額
地
代
L

に
転
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
超
過
利
潤
部
分
を
平
均

利
潤
の
形
成
に
参
加
せ
し
め
な
い
の
で
あ
る
。



こ
れ
に
対
し
て
絶
対
地
代
に
あ
っ
て
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
低
位
を
前
提
と
し
、
土
地
所
有
の
独
占
そ
の
も
の
が
農
産
物
の
価
値
と
生
産
価

格
の
差
額
を
絶
対
地
代
と
し
て
地
主
に
も
た
ら
し
、
こ
の
地
代
部
分
が
平
均
利
潤
に
参
加
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
の
で
あ
る
。

J

以
上
の
点
は
次
の
よ
う
に
も
い
え
よ
う
。

市
場
価
値
は
同
一
生
産
部
門
内
の
商
品
の
個
別
的
価
値
jill-
と
い
う
こ
と
は
個
別
的
企
業
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
|
ー
ー
の
競
争
(
と
は
い
え
、
こ

の
競
争
は
売
手
、
貿
手
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
お
よ
び
そ
れ
ら
の
総
体
の
競
争
で
あ
る
が
)
に
よ
っ
て
、
成
立
す
る
範
時
だ
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に

こ
れ
ら
の
商
品
の
個
別
的
価
値
(
個
別
的
企
業
)
が
何
ら
か
の
事
情
に
よ
っ
て
競
争
か
ら
ま
ぬ
が
れ
る
こ
と
が
で
き
る
条
件
を
も
っ
て
い
る
な
ら

ば
、
こ
の
競
争
を
ま
ぬ
が
れ
る
条
件
を
除
い
た
と
こ
ろ
で
の
個
別
的
価
値
(
個
別
的
企
業
)
の
競
争
に
よ
っ
て
市
場
価
値
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

農
業
で
の
優
等
地
の
経
営
が
も
っ
と
こ
ろ
の
、
そ
の
土
地
の
豊
度
(
位
置
)
と
い
う
条
件
は
、
そ
の
土
地
を
使
用
す
る
経
営
の
独
占
的
優
位
で
あ

っ
て
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
個
別
的
価
値
か
ら
市
場
価
値
が
成
立
す
る
場
合
の
競
争
に
ま
き
こ
ま
れ
な
い
と
こ
ろ
の
条
件
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
エ
業
で

の
市
場
価
値
の
成
立
と
農
業
で
の
市
場
価
値
の
成
立
と
で
は
、
そ
れ
ら
が
同
一
生
産
部
門
内
の
競
争
に
よ
り
、
そ
の
個
別
的
価
値
(
伯
別
的
経
営
)

の
競
争
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
い
う
本
質
に
お
い
て
は
同
一
で
あ
る
。
た
だ
農
業
で
の
優
等
地
の
経
営
の
商
品
の
個
別
的
価
値
は
、
そ
れ
が
土
地
的

条
件
に
起
因
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
こ
の
競
争
か
ら
ま
ぬ
が
れ
て
い
る
が
故
に
、
こ
の
部
分
は
市
場
価
値
の
形
成
に
参
加
せ
ず
、
ま
た
土
地
的
条

件
に
起
因
す
る
超
過
利
溜
も
平
均
利
潤
の
形
成
に
参
加
し
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
農
業
へ
投
下
さ
れ
る
資
本
は
工
業
の
平
均
資
本
で
あ
る
と
い
う
差
額
地
代
論
で
の
前
提
は
、
土
地
的
条
件
を
除
け
ば
工
業
と
農
業
と
の
区

別
は
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
に
等
し
い
の
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
が
、
資
本
家
が
鉄
を
生
産
す
る
の
と
小
麦
を
生
産
す
る
の
に
は
何
の
差
異
も

な
い
、
と
の
べ
て
い
る
の
も
こ
の
意
味
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し
、
絶
対
地
代
論
段
階
で
は
、
競
争
を
ま
仰
が
れ
る
次
の
よ
う
な
条
件
が
存
在
す
る
。

マ
ル
ク
ス
は
差
額
地
代
論
段
階
で
は
農
業
に
投
下
さ
れ
る
資
本
は
工
業
の
守
均
資
本
で
あ
る
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
仮
定
に
よ
っ
て
の

み
工
業
の
超
過
利
務
と
は
区
別
さ
れ
る
農
業
独
自
の
超
過
利
潤
(
差
額
地
代
)
を
純
粋
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
差
額
地
代
と
絶
対
地
代
を

同
時
に
認
識
し
、
説
明
す
る
場
合
に
生
ず
る
困
難
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
マ
ル
ク
ス
の
抽
象
か
ら
具
体
へ
の
上
向
的
な

認
識
な
ら
び
に
叙
述
の
方
法
に
よ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
農
業
の
平
均
資
本
は
工
業
の
平
均
資
本
に
く
ら
べ
、
現
実
に
は
そ
の
有
機
的
構
成
が
低
位
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
来
、
商
品
が
そ
の
価

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

五
九



「
差
額
地
代
一
と
「
価
値
」

ノ、。

位
、
し
た
が
っ
て
市
場
価
値
ど
お
り
に
販
売
さ
れ
る
と
い
う
理
論
的
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、
低
位
の
資
本
構
成
の
生
産
部
門
は
そ
の
利
潤
率
が
大
と

な
る
(
逆
は
逆
)
た
め
、
こ
こ
に
呉
種
生
産
部
門
間
の
競
争
が
生
じ
、
平
均
利
潤
の
法
則
が
成
立
す
る
。
と
こ
ろ
が
農
業
で
は
こ
の
異
種
生
産
部
門

聞
の
競
争
が
妨
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
農
業
が
土
地
生
産
部
円
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
で
は
こ
の
土
地
は
私
的
に
所
有
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
地
主

は
何
ら
か
の
代
償
な
く
し
て
池
土
地
を
貸
し
出
さ
な
い
と
い
う
事
情
で
あ
る
。
か
く
し
て
土
地
所
有
の
独
占
は
都
内
閣
競
争
を
妨
げ
、
農
産
物
の
価

値
の
生
産
価
格
へ
の
転
化
を
妨
け
る
。

農
産
物
は
そ
の
価
値
で
売
買
さ
れ
る
。
か
く
し
て
資
本
家
と
土
地
所
有
者
の
競
争
の
結
果
、
農
産
物
の
価
値
と
農
業
生
産
部
門
(
こ
れ
を
も
っ
て

土
地
生
産
部
門
を
代
表
さ
せ
て
い
る
)
を
除
い
た
工
業
生
産
部
門
で
成
立
す
る
生
産
価
格
|
|
そ
れ
は
同
時
に
差
額
地
代
論
段
階
で
の
最
劣
等
地
で

成
立
す
る
生
産
価
格
つ
ま
り
そ
こ
で
の
個
別
的
生
産
価
格
(
こ
れ
が
こ
の
部
門
の
市
場
生
産
価
格
)
で
あ
る
|
!
と
の
差
額
が
絶
対
地
代
と
な
っ
て

地
主
の
手
に
帰
属
す
る
。

し
た
が
っ
て
農
業
は
二
重
に
競
争
か
ら
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
一
は
土
地
経
営
の
独
占
に
よ
っ
て
。
第
二
は
土
地
所
有
の
独
占
に
よ
っ
て
。
土
地

経
営
の
独
占
に
よ
り
差
額
地
代
は
仮
等
地
の
経
、
蛍
を
経
て
地
主
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
差
額
地
代
部
分
は
工
業
の
超
過
利
潤
の
よ
う
に
競
争
に

よ
り
一
般
化
さ
れ
な
い
。
土
地
所
有
の
独
占
に
よ
り
農
産
物
の
価
値
の
一
部
は
競
争
か
ら
ま
ぬ
が
れ
て
平
均
利
潤
の
形
成
に
参
加
せ
、
ず
、
土
地
所
有

陥
級
全
体
の
手
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
重
の
独
占
は
理
論
的
に
厳
密
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
二
重
の
独
占

は
、
農
業
生
産
の
資
本
主
義
化
を
な
ん
ら
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
資
本
は
こ
の
二
重
の
独
占
を
も
っ
と
こ
ろ
の
農
業
生
産
部
門
を
も
包
摂
し
、
農

業
生
産
を
資
本
主
義
化
〈
農
業
に
お
け
る
三
分
法
の
成
立
)
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
農
業
に
お
け
る
超
過
利
潤
は
、
商
品
の
一
般
的
生
産
価
格
の
う
ち
へ
規
定
的
に
入
り
こ
む
の
で
は
な
く
、

一
般
的
生
産
価

格
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ
の
利
潤
は
常
に
独
占
さ
れ
、
7
る
自
然
力
を
使
用
し
て
い
る
個
別
資
本
の
生
産
物
の
個
別
的
生
産
価
格
と
、
問

題
の
生
産
部
門
一
般
に
投
下
さ
れ
た
資
本
の
一
般
的
生
産
価
格
と
の
差
額

i
!つ
ま
り
土
地
的
条
件
に
起
閉
す
る
超
過
利
潤
ー
ー
か
ら
発

生
し
て
い
る
の
で
あ
待
。

さ
て
以
上
の
筒
、
単
な
考
察
か
ら
も
、
市
場
価
値
論
で
の
「
不
明
瞭
な
箇
所
」
に
お
け
る
「
最
劣
規
定
」
の
典
例
が
差
額
地
代
論
に
お
け

る
市
場
価
値
規
定
で
は
な
い
こ
と
、
お
よ
び
差
額
地
代
論
で
の
市
場
価
値
は
「
第
一
規
定
」
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
推



測
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
三
巻
十
章
で
の
「
限
界
規
定
」
と
は
、
需
給
の
特
殊
に
異
常
な
景
気
循
環
の
一
局
面
に
お
け
る
市
場

価
値
規
定
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
差
額
地
代
論
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
市
場
価
値
規
君
は
、
そ
の
よ
う
な
特
殊
な
需
給
の
場
合
を
な
ん
ら

条
件
と
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
差
額
地
代
論
で
の
市
場
価
値
規
定
は
市
場
価
値
の
通
常
規
定
で
あ
り
、
こ
の
通
常
規
定
の

結
呆
「
土
地
的
条
件
U
限
界
原
理
」
|
|
た
だ
し
「
資
本
的
条
件
H
平
均
原
理
」
J
ー
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
差
額
地
代

論
で
の
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
の
総
計
に
お
け
る
不
一
致
は
、

「
不
明
瞭
な
箇
所
」
で
の
「
比
率
計
算
」
と
は
別
な
結
果
と
し
て
成
立

す
る
個
別
的
価
値
と
市
場
価
値
の
総
計
で
の
不
一
致
と
、
現
象
面
で
は
類
似
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
者
は
な
ん
ら
価
値
形
成
的

労
働
時
間
と
し
て
は
不
一
致
で
な
い

l
lこ
の
点
は
後
に
考
察
!
と
い
、
つ
極
め
て
重
安
な
相
異
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

差
額
地
代
論
?
の
市
場
価
値
規
定
は
通
常
の
規
定
(
第
一
規
定
〉
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
農
産
物
の
市
場
価
値
規
定
に
お
い
て
も
、
第
二

規
定
が
成
立
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
は
、
当
然
で
あ
ろ
う
。
土
地
的
条
件
を
捨
象
し
て
考
え
れ
ば
、
資
本
制
的
農
業
も
、
資

本
制
的
工
業
も
、
本
質
的
景
異
は
な
い
。
そ
こ
で
当
然
、
工
業
製
品
と
か
農
産
物
と
か
の
別
な
く
、
市
場
価
値
の
両
規
定
が
、

一
定
の
条

件
の
も
と
で
成
立
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
農
業
で
の
詰
経
営
も
、
そ
れ
を
理
論
的
に
整
理
し
た
か
た
ち
で
考
察
す
る
た
め
に
、
工

業
の
場
合
と
同
様
に
、
上
位
、
中
位
、
下
位
の
企
来
に
分
類
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
理
論
的
設
定
の
も
と
で
は
「
組
合

せ
一
の
三
つ
の
場
合
の
市
場
価
値
決
定
が
当
然
、
農
業
生
産
部
門
に
も
考
え
ら
れ
、

「
組
合
せ
」
に
よ
る
平
均
価
値
と
し
て
の
市
場
価
値

が
成
立
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
市
場
価
値
の
通
常
の
規
定
の
ほ
か
に
、
需
給
の
特
殊
な
場
合
に
は
、

「
不
明
瞭
な
箇
所
」
で
の
市

場
価
値
の
限
界
規
定
が
1
1
資
本
的
生
産
条
件
で
の
「
最
劣
規
定
」
と
「
最
良
規
定
」
が
1
1
l
土
地
生
産
物
に
も
成
立
す
る
。
だ
か
ら
、

こ
の
場
合
、
農
産
物
ほ
、

い
わ
ば
二
重
に
「
限
界
規
定
」
を
う
け
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

「
土
地
的
条
件
」
で
の
「
限
界
規
定
L

と
っ
資
本
的
条
件
一
で
の
「
限
界
規
定
」
で
あ
る
。
し
か
し
同
じ
く
「
限
界
規
定
」
と
は
い
え
、
両
者
の
理
論
的
内
容
は
こ
と
な
る
。
こ

「
差
額
地
代
』
と
一
価
値
」

ノ、



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

ー』

ノ、

う
し
て
、
私
た
ち
は
、

工
業
部
門
で
の
「
限
界
規
定
」

(
最
悪
規
定
と
最
良
規
定
)
の
問
題
は
、

農
業
部
門
で
も
存
在
し
う
る
こ
と
、
し
か

し
、
そ
れ
は
決
し
て
マ
ル
ク
ス
が
差
額
地
代
論
で
の
ぺ
た
最
劣
等
地
の
標
準
的
経
営
の
個
別
的
価
値
に
よ
る
市
場
価
値
規
定
と
同
一
の
も

の
で
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
差
額
地
代
論
に
お
け
る
市
場
価
値
規
定
は
、
市
場
価
値
の
最
劣
規
定
の
典
型
的
ケ

l
ス
で
あ
る
と
い
う
説

が
誤
り
で
あ
る
こ
と
、
を
示
し
え
た
と
い
う
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

(
お
)
こ
の
土
地
的
条
件
に
起
因
す
る
超
過
利
潤
ー
ー
と
い
う
意
味
は
、
資
本
制
的
農
産
物
は
、
資
本
制
的
生
産
様
式
の
基
礎
上
で
、
土
地
的
条

件
(
豊
度
な
ら
び
に
市
場
へ
の
経
済
的
距
離
)
に
基
づ
く
例
外
的
有
利
さ
が
、
競
争
を
媒
介
と
し
て
成
立
す
る
市
場
価
値
の
法
則
に
よ
っ
て
、
そ
の

有
利
な
自
然
的
条
件
を
占
有
す
る
経
営
の
生
産
物
の
個
別
的
価
値
を
低
く
し
、
そ
の
部
門
の
市
場
価
値
と
の
差
額
を
超
過
利
潤
た
ら
し
め
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
|
|
は
土
地
所
有
の
独
占
に
よ
っ
て
差
額
地
代
に
転
化
す
る
が
、
こ
の
差
額
地
代
は
、
そ
れ
が
超
過
利
潤
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
、

工
業
生
産
物
の
ば
あ
い
の
個
別
的
生
産
価
格
と
市
場
生
産
価
格
と
の
差
額
と
し
て
成
立
す
る
超
過
利
潤
、
そ
の
よ
り
抽
象
的
な
規
定
と
し
て
の
個
別

的
価
値
と
社
会
的
価
値
〈
市
場
価
値
)
と
の
差
額
で
あ
る
特
別
剰
余
価
値
と
な
ん
の
変
り
も
な
い
。
超
過
利
潤
と
特
別
剰
余
価
値
の
関
係
は
、
生
産

価
格
と
価
値
と
の
関
係
と
同
様
に
、
本
質
と
現
象
の
関
係
で
あ
り
、
両
者
は
個
別
的
に
は
、
そ
の
大
き
さ
で
一
致
し
な
い
が
、
社
会
全
体
を
と
っ
て

み
れ
ば
一
致
す
る
。

し
か
し
、
右
の
「
特
別
剰
余
価
値
」
と
「
超
過
利
、
潤
」
の
関
係
を
否
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
地
代
論
論
争
や
「
虚
偽
の
社
会
的
価
値
」
に
関
す
る
解

釈
に
、
新
し
い
見
解
を
打
ち
出
そ
う
と
す
る
積
極
的
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。
大
淵
素
行
氏
や
金
子
甫
氏
の
所
説
が
そ
れ
で
あ
る
。

以
下
、
ま
ず
大
淵
氏
の
所
論
か
ら
検
討
さ
せ
て
頂
こ
う
。
氏
の
立
場
の
根
拠
は
『
資
本
論
』
三
巻
三
篇
一
五
章
四
節
の
補
遺
で
の
マ
ル
ク
ス
の
記

述
で
あ
る
。
氏
は
「
特
別
剰
余
価
値
と
超
過
利
潤
の
聞
の
直
接
的
関
連
を
た
ち
切
る
こ
と
は
、
特
別
剰
余
価
値
の
概
念
で
、
差
額
地
代
の
源
泉
を
説

明
し
よ
う
と
す
る
根
強
い
潮
流
に
対
し
て
、
反
省
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
意
味
で
、
地
代
論
論
争
と
も
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
し
、
虚

偽
の
社
会
的
価
値
の
問
題
と
も
関
連
す
る
こ
と
に
よ
り
、
価
値
論
お
よ
び
労
働
価
値
説
の
根
本
に
直
接
的
に
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
」

(
「
資
本
の
運
動
法
則
と
労
働
生
産
力
発
展
の
矛
盾
」
、
法
政
短
大
『
商
経
論
集
』
四
号
、
一
九
六
五
年
六
月
、
五
四
i
五
頁
〉
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス

の
次
の
叙
述
を
問
題
と
す
る
。

「
商
品
の
価
値
は
、
そ
の
商
品
に
入
り
こ
む
総
労
働
時
間
i
|
過
去
の
及
び
生
き
た

l
iに
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
労
働
の
生
産
性
の
増
加

と
は
、
ま
さ
に
、
商
品
に
含
ま
れ
る
労
働
の
う
ち
生
き
た
、
労
働
部
分
が
減
少
し
て
過
去
の
労
働
部
分
が
増
加
し
、
し
か
も
そ
の
結
果
、
そ
の
労
働
の



総
量
が
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
:
・
・
:
商
品
に
入
り
こ
む
総
労
働
量
の
こ
う
し
た
減
少
は
、
い
か
な
る
社
会
的
条
件
の
も
と
で
生
産
が
行
わ

れ
る
か
に
係
わ
り
な
く
、
労
働
の
生
産
力
増
加
の
本
質
的
な
標
識
で
あ
る
か
に
見
え
る
。
生
産
者
た
ち
が
予
定
の
計
画
に
従
っ
て
生
花
を
規
制
す
る

社
会
で
は
、
い
な
、
単
純
な
商
品
生
産
に
お
い
て
さ
え
も
、
労
働
の
生
産
性
は
無
条
件
的
に
こ
の
尺
度
で
測
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
資
本
制
的

生
産
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
る
か
?

一
定
の
資
本
制
的
生
産
部
門
が
、
そ
の
利
品
の
標
準
単
位
量
を
つ
き
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
生
産
す
る
と
し
よ
う
。
単
位
あ
た
り
、
固
定
資
本

の
磨
損
〈
刀
は
泌
シ
リ
ン
グ
(
ま
た
は
マ
ル
ク
)
。
原
料
お
よ
び
補
助
材
料
費
は
一
七
V

万
シ
リ
ン
グ
。
労
賃
費
は
二
シ
リ
ン
グ
。
剰
余
価
値
率
を
一

0
0

%
と
す
れ
ば
、
剰
余
価
値
は
二
シ
リ
ン
グ
。
総
価
値
は
二
二
シ
リ
ン
グ
(
ま
た
は
マ
ル
ク
マ
簡
単
化
の
た
め
に
、
こ
の
生
産
部
門
で
は
資
本
が
社
会

的
資
本
の
平
均
構
成
を
有
す
る
と
仮
定
し
、
し
た
が
っ
て
、
商
品
の
生
産
価
格
は
価
値
と
一
致
し
、
資
本
家
の
利
潤
は
得
ら
れ
た
剰
余
価
値
と
一
致

す
る
と
仮
定
し
よ
う
ο

そ
の
場
合
に
は
商
品
の
費
用
価
格
は

v
n
+
一
七
%
十
二
H
二
0
シ
リ
ン
グ
で
あ
り
、
平
均
利
潤
率
は
わ
匂
U

一
O
%
で
あ
り
、

単
位
商
品
の
生
産
価
格
は
価
値
に
等
し
く
、
二
二
シ
リ
ン
グ
(
ま
た
は
マ
ル
ク
)
で
あ
る
。

単
位
あ
た
り
に
必
要
な
生
き
た
労
働
を
二
分
の
一
に
減
少
さ
せ
る
が
、
そ
の
代
り
に
固
定
資
本
の
磨
損
か
ら
成
り
た
つ
価
値
部
分
を
三
倍
に
増
加

さ
せ
る
よ
う
な
、
機
械
が
発
明
さ
れ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
そ
の
場
合
に
は
事
態
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
磨
損
分
は
一

M
シ
リ
ン
グ
。
原
料
お
よ
び

補
助
材
料
は
以
前
と
同
じ
く
一
七
V

万
シ
リ
ン
グ
。
労
賃
は
一
シ
リ
ン
グ
。
剰
余
価
値
は
一
シ
リ
ン
グ
。
合
計
一
二
シ
リ
ン
グ
(
ま
た
は
マ
ル
ク
)
。
商

品
の
価
値
は
今
や
一
シ
リ
ン
グ
減
少
し
た
。
こ
の
新
機
械
は
労
働
の
生
産
力
を
決
定
的
に
増
加
さ
せ
た
。
し
か
る
に
資
本
家
に
と
っ
て
は
事
態
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
彼
の
費
用
価
格
は
い
ま
や
、

l
i磨
損
分
一
一
見
シ
リ
ン
グ
、
原
料
お
よ
び
補
助
材
料
一
七

M
シ
リ
ン
グ
、
労
賃
一
シ
リ
ン
グ
、

合
計
は
ニ

0
シ
リ
ン
グ
で
あ
っ
て
前
と
同
じ
で
あ
る
。
利
溜
率
は
新
機
械
に
よ
っ
て
は
直
接
に
は
変
動
し
な
い
か
ら
、
彼
は
費
用
価
格
の
上
に
一

%
を
受
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
二
シ
リ
ン
グ
を
え
る
。
だ
か
ら
生
産
価
格
は
相
変
ら
ず
二
二
シ
リ
ン
グ
で
あ
る
が
、
制
値
を
超
え
る
と
レ
一

一
シ
リ
ン
グ
で
あ
る
。
資
本
制
的
条
件
の
も
と
で
生
産
す
る
社
会
に
と
っ
て
は
商
品
は
安
く
な
、
り
わ
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
新
総
械
は
改
良
で
は
小

ぃ
。
だ
か
ら
資
本
家
は
、
こ
の
新
機
械
の
採
用
に
何
ら
の
関
心
も
も
た
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
新
機
械
を
採
用
す
れ
ば
、
ま
だ
磨
損
し
て
い
な
い
彼

の
従
来
の
機
械
が
簡
単
に
無
価
値
と
な
り
、
単
な
る
古
鉄
に
な
っ
て
し
ま
い
、
し
た
が
っ
て
積
極
的
損
失
を
蒙
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
彼
は
、
自
分
か

ら
み
て
空
想
的
な
こ
ん
な
愚
行
を
演
じ
な
い
よ
う
に
警
戒
を
厳
に
す
る
。

だ
か
ら
資
本
に
と
っ
て
は
、
労
働
の
生
産
力
増
加
の
法
則
は
無
条
件
的
に
は
妥
当
し
な
い
。
資
本
に
と
っ
て
は
、
過
去
の
労
働
に
お
い
て
追
加
さ

れ
る
よ
り
も
多
く
が
、
総
じ
て
生
き
た
労
働
に
お
い
て
で
な
く
生
き
た
労
働
の
支
払
部
分
に
お
い
て
節
約
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
こ
の
生
産
力
が
増

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

ノ¥



寸
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

ノ、

四

加
さ
れ
る
:
」
(
『
資
本
論
七
第
三
巻
二
九

O
ー
一
一
良
、
訳
川
三
七
六

l
九
頁
)

Q

右
の
叙
述
に
対
し
て
大
淵
氏
は
い
う
。
「
マ
ル
ク
ス
は
、
異
な
っ
た
生
産
力
を
有
す
る

生
産
方
法
九
と
九
の
二
つ
に
お
い
て
生
産
価
格
が
等
し
く
な
る
の
で
、
資
本
制
的
に
優

劣
が
な
く
な
る
の
だ
と
い
う
。
商
品
単
位
置
章
一
当
り
の
前
貸
資
本
量
は
、
た
と
え
費
用
価
格

が
等
し
い
と
し
て
も
異
な
り
う
る
の
で
、
こ
の
結
論
は
少
々
反
省
が
必
要
で
あ
る
。
九

が
現
在
標
準
的
な
生
産
方
法
で
あ
っ
て
、
市
場
生
日
陪
価
格
を
規
定
す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
る
。
商
品
単
位
量
当
り
の
前
貸
投
資
量
が
ー
析
し
い
生
産
方
法
む
の
方
が
T

勺
よ
り
小
で

あ
る
か
、
大
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
新
し
い
生
産
方
法
九
は
丸
よ
り
利
潤
率
が
高
く
な

1

1

1

1

1

1

↑

法

る
う
低
く
な
る
か
す
る
。
と
い
7
の
は
何
れ
に
し
ろ
、
二
二
シ
リ
ン
グ
で
販
売
さ
れ
、
一
一
糟
費
格
佑
潤
値
格
一
法
一

r銘

費
用
価
格
は
向
じ
く
ニ

0
シ

リ

ン

グ

、

商

品

一

ケ

当

り

の

利

潤

は

同

じ

く

二

シ

リ

ン

グ

磨

蹴

価

値

利

価

一

一

一

世

間

m

で

あ

る

か

ら

、

前

貸

投

資

が

商

品

一

ケ

当

り

に

少

な

る

方

が

利

潤

率

が

高

く

な

る

か

ら

本

硝

働

一

刷

凶

:

で

あ

る

。

こ

の

こ

と

は

重

要

で

あ

る

。

新

し

い

改

良

さ

れ

た

機

械

に

よ

ろ

九

方

式

の

方

四

糊

用

余

均

産

一

広

陥

相

j

q

j

t

回
原
労
費
剰
干
価
生
一
戸
一
「
余
均

が

、

商

品

の

価

値

が

低

下

し

て

、

商

品

一

ケ

止

一

り

に

一

シ

リ

ン

グ

の

特

ロ

刀

剰

余

価

値

カ

一

T

T

剰
平

生
産
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
品
一
ケ
当
り
前
貸
投
資
が
じ

V
Lの
と
き
に

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一

は
九
は
平
均
利
潤
率
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
商
品
一
ケ
当
り
前
貸
資
金
が
中
h
a
l
L
の
と
き
に
は
、
九
は
、
平
均
利
潤
を
も
た
ら
す
だ
け
で
あ

る
。
中
ha〈
む
と
な
っ
て
始
め
て
じ
は
超
過
利
刊
を
あ
げ
る
乙
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
特
刷
剰
余
価
値
と
超
過
利
潤
は
市
に
同
伴
す
る
も
の
で
は
な
く
、

)
方
が
プ
ラ
ス
で
、
他
方
が
マ
イ
ナ
ス
の
こ
と
す
ら
あ
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
部
品
単
位
当
り
前
貸
資
本
を
中

hfT勺
日
費
川
価
倍
と
想
定
し
て

い
る
。
機
械
の
磨
損
分
を
間
喧
に
し
な
が
ら
、
費
用
価
格
H
前
貸
投
資
と
し
て
い
る
マ
ル
ク
ス
の
や
り
方
は
多
少
お
か
し
い
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
引

用
の
部
分
に
お
い
て
『
機
械
の
改
良
』
に
つ
い
て
の
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
超
歴
史
的
な
改
良
で
は
な
く
て
、
資
本
制
社
会
に
特
有
の
、
資
本
に
と
っ

て
の
改
良
が
直
接
的
に
労
働
竺
産
か
の
発
展
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
ム
ど
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
が
こ
こ
で
生
産
価
格
が
等
し
く

て
も
価
値
が
異
な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
注
意
し
て
よ
い
。
逆
に
価
値
が
等
し
く
て
も
、
生
産
似
格
が
異
な
り
う
る
。
価
値
の
高
い
方

が
、
生
定
価
格
が
低
く
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
そ
の
逆
も
あ
り
う
る
。
こ
れ
こ
そ
特
別
剰
余
価
値
と
超
過
利
潤
の
矛
盾
・
背
反
現
象
で
あ
る
。
そ

れ
は
労
働
生
産
力
と
、
生
産
関
係
の
矛
盾
の
一
つ
の
現
象
形
態
で
あ
り
、
資
本
に
よ
る
生
産
力
発
展
の
一
つ
の
矛
盾
の
あ
り
方
で
あ
る
」
ハ
法
政
短
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大
『
山
間
経
論
集
』
四
号
、
五
八

l
九
頁
)
。

そ
し
て
、
「
資
本
は
よ
り
高
い
利
潤
率
が
得
ら
れ
る
か
超
過
利
潤
が
得
ら
れ
る
か
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
た
と
い
労
働
の
生
産
力
を
高
め
、
特
別

剰
余
価
値
を
生
み
出
す
機
械
で
あ
っ
て
も
採
用
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
特
別
剰
余
価
値
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
て
も
超
過
利
潤
が
、
子
り
れ
れ
ば
よ
い

し
、
そ
う
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
超
過
利
潤
柑
は
特
別
剰
余
価
値
の
現
象
形
態
で
は
決
し
て
な
い
」
(
向
上
六

O
一貝)。

は
た
し
て
特
別
剰
余
価
値
が
存
伝
し
な
く
て
も
超
過
利
潤
が
え
ら
れ
る
で
あ
ろ

7
r。
ま
た
、
マ
ル
ク
ス
の
丸
、
九
の
友
で
一
下
さ
れ
た
T

見
解
は
こ

の
こ
と
の
証
明
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
こ
の
点
を
検
討
し
よ
う
。

マ
ル
ク
ス
の
さ
き
の
表
は
標
準
単
依
生
産
量
に
つ
い
て
の
表
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
簡
単
に
次
の
よ
う
に
示
そ
う
。

β
g
n
+
N
4
十

N
S
U
N
N
(
認
知
ち
首
一
爵
)
↓
NGH内
十

N
U
H
U
H
(
国
E

3
印
刷
附
言
誤
)

、吋
N
g
n
十
日

4
十
H
B
I
N
H
(
設
勾
-
S首
酋
)
↓
NC
同
十

N
U
H
-
-
(
U
4
.
E
S
ほ
附
言
誤
〉

さ
て
、
大
淵
氏
は
い
う
。

N
N
!
日
H
l
H
い
¥
占
て
凶
司
令
の
特
別
剰
余
価
値
が
れ
に
は
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
ニ
シ
リ
シ
グ
の
平
均
利
潤
し
か
生
じ
て
い

な
い
。
だ
か
ら
超
過
利
潤
は
特
別
剰
余
価
値
の
現
象
形
態
で
は
な
く
、
特
別
剰
余
価
値
が
生
じ
て
い
る
場
合
で
も
、
超
過
利
潤
が
生
じ
な
い
場
合
が

あ
る
、
と
。
な
る
ほ
ど
、
マ
ル
ク
ス
は
、
労
働
の
山
市
一
度
性
が
高
ま
っ
た
場
合
で
も
、
資
本
に
と
っ
て
利
益
に
な
ら
な
い
限
り
、
新
宅
産
方
法
は
採
用

と
れ
な
い
と
い
う
、
計
画
的
組
合
社
会
や
単
純
な
商
品
生
産
の
ば
あ
い
と
く
ら
べ
て
の
、
資
本
制
社
会
の
歴
史
的
狭
山
他
性
を
指
摘
す
る
た
め
の
一
例

で
は
、
表
面
的
に
は
そ
の
よ
う
な
推
論
を
許
し
て
は
い
る
。
だ
が
内
容
的
に
は
ど
三
、
あ
ろ
う
か
。

14
の
場
合
は
一
一
二
の
価
値
が
二
二
の
生
定
価
格

と
し
て
成
立
し
て
い
る
。
し
か
し
、
じ
の
場
合
は
二
一
の
価
値
が
二
二
の
生
産
価
格
心
し
て
成
立
し
て
い
る
。
だ
か
ら
一
単
位
の
価
値
、
つ
ま
り
特

別
剰
余
価
値
は
、
平
均
利
潤
↓
一
の
な
か
に
吸
収
さ
れ
て
、
平
均
利
潤
と
し
て
し
か
現
象
し
え
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
数
字
例
で
は
、
発
生
す
ぺ

さ
超
過
利
潤
は
、
平
均
利
潤
と
し
て
現
象
し
て
い
る
の
で
、
や
は
り
潜
在
的
に
は
存
心
位
し
て
い
る
、
と
も
い
え
る
。
こ
う
い
え
ば
、
な
に
か
詮
弁
の

よ
う
に
き
こ
え
る
が
、
そ
れ
ば
特
別
剰
余
価
値
と
超
過
利
潤
の
大
き
さ
が
、
量
的
に
一
致
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
の
結
果
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ

れ
は
あ
た
か
も
商
品
の
生
産
何
格
と
価
値
と
が
、
量
的
に
一
致
す
る
も
の
で
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
じ
の
単
位
時
間
内
の
生
産
力
が

さ
ら
に
二
倍
と
な
り
、
司
じ
-
単
位
の
商
品
が
∞
-
m
n
l
T
0
・
田
寸
十
0

・叫
H
H
H
H
H
0
・
日
(
語

h
F
3ヨ
爵
)
と
し
て
生
産
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
場
合
の

九
の
一
ケ
当
り
特
別
剰
余
価
値
は
一
一
・
五
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
超
過
利
溜
は
呂
同
+
H
H
U
十
戸
開
市

H
M
N
と
し
て
、
一
一
で
あ
る
。
こ
の

特
別
剰
余
価
値
分
の

0
・
五
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
平
均
利
潤
の
な
か
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
大
潟
氏
の
よ

う
に
特
別
剰
余
価
値
は
存
布
し
て
い
る
が
、
超
過
利
潤
は
存
住
し
な
い
と
い
う
見
方
は
、
現
象
的
に
は
正
し
く
、
内
容
的
に
は
、
そ
う
で
も
な
い
、

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
L

ハ五



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
数
量
的
一
致
、
不
一
致
を
も
っ
て
現

象
と
本
賓
と
の
関
係
を
否
定
す
る
な
ら
価
値
と
生
産
価
格
の
間
に
も
、
そ

の
よ
う
な
関
係
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
大
淵
氏

は
「
価
値
が
等
し
く
て
も
、
生
産
価
格
が
異
な
り
う
る
。
価
値
の
高
い
方

が
、
生
産
価
格
が
高
く
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
そ
の
逆
も
あ
り
う
る
。

こ
れ
こ
そ
特
別
剰
余
価
値
と
超
過
利
潤
の
矛
盾
背
反
現
象
で
あ
る
」
(
前

出
)
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
右
の
価
値
と
生
産
価
格
の
不
一
致
の
問
題

は
、
な
ん
ら
特
別
剰
余
価
値
と
超
過
利
潤
の
諮
問
反
現
象
を
説
明
す
る
も
の

で
は
な
く
、
ぞ
れ
は
、
価
値
の
生
産
価
格
へ
の
転
形
の
問
題
で
あ
り
、
別

な
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

さ
て
じ
が
社
会
的
標
準
的
な
資
本
で
あ
り
、
じ
が
優
位
の
企
業
で
あ
る

と
す
る
と
、
一
般
的
に
は
、
現
象
的
に
も
む
は
平
均
利
潤
の
ほ
か
に
超
過

利
潤
を
入
手
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
総

計
に
つ
い
て
も
単
位
生
産
物
当
り
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
ま
た
、
じ
が
新

た
な
社
会
的
標
準
的
資
本
と
す
る
と
、
じ
が
平
均
利
潤
を
入
手
し
、
中
-h-

は

ヂ
均
利
潤
を
入
手
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
マ
ル
ク
ス
の
さ
さ
の
問
題
の
表
の
説
明
で
は
、
標
準
単
位
量

当
り
の
価
値
と
生
産
価
格
を
示
し
て
特
別
剰
余
価
値
と
超
過
利
潤
を
問
題

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
総
生
産
量
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
問
題

と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
双
方
の
場
合
に
つ
い

て
問
題
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

最
初
に
総
生
産
物
の
場
合
を
下
の
表
を
手
が
か
り
に
し
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
工
業
の
社
会
的
・
平
均
的
な
資
本
構
成

STHe-ム日
4
〉
を
代

m 

《

U

戸、υ
A
U

-
-
2
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表
す
る
生
産
部
門
を
E
と
し
て
、
そ
こ
で
の
上
、
中
、
下
の
各
生
産
者
が

有
機
的
構
成
の
高
低
に
応
じ
て
、
生
産
個
数
に
差
を
生
じ
、
か
つ

m
が
百

Mm
と
の
前
提
で
、
上
、
中
、
下
の
生
産
者
の
入
手
す
る
特
別
剰
余
価
値
を

表
A
で
示
す
。
次
に
表
A
を
生
産
価
格
段
階
に
転
化
さ
せ
て
、
そ
こ
で
の

超
過
利
潤
を
示
す
表
を
掲
げ
る
。

λ
、
ち
を
対
照
す
れ
ば
特
別
剰
余
価
値

と
超
過
利
潤
の
照
応
関
係
は
明
ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
平
均
資
本
の
生
産
部
円
で
あ
る
か
ら
、
平
均
以
上
、

平
均
以
下
の
場
合
は
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
こ
で
平
均
以
上
の
生
産

師
門
を
I
、
以
下
を
E
と
し
て
示
す
と
別
表
の
如
く
で
あ
る
。
す
る
と
、

そ
れ
ら
で
も
、
部
門
E
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
以
上

は
、
い
ず
れ
も
総
生
産
物
の
観
点
か
ら
み
た
の
で
あ
る
が
、
マ
ル
ク
ス
の

当
該
箇
所
は
単
位
生
産
物
を
例
と
し
て
い
る
の
で
、
次
に
単
位
生
産
物
当

り
の
考
察
を
し
よ
う
。
こ
の
場
合
も
結
論
的
に
は
総
量
の
場
合
と
ま
っ
た

く
変
り
が
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
て
さ
ぎ
の
表
(
以
下
E
の

生
産
部
門
を
例
と
し
よ
う
〉
で
の
上
は
じ
、
中
は
じ
に
相
当
す
る
。
マ
ル
ク

ス
の
数
字
に
近
く
す
る
た
め
に
は
、
上
の
生
産
量
の
一
一
個
を
五
・
五
個
、

中
の
一

O
個
を
五
個
と
し
て
、
一
個
当
り
の
生
産
物
に
つ
い
て
み
る
と
、

」い『寸

H
∞
口
十

N
4
十

M
E
I
N
N
(器
E
q
)
首
言
)

H
叶

n
+
ω
4
+
ω
5
1
N
ω
(

ミ

)

と
な
る
。
上
は

c
が
増
大
し
、

V

が
減
少
し
、
商
品
の
価
値
の
総
量
が
減

少
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
上
の
一
個
当
り
社
会
的
価
値
は
二
三
な
の
で
、

そ
こ
で
の
一
個
当
り
の
特
別
剰
余
価
値
は
プ
ラ
ス
一
と
な
る
。

こ
れ
を
生
産
価
格
段
階
で
考
え
る
と
、
平
均
利
潤
率
が
、
こ
こ
で
は
一

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」
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「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
一

五
形
だ
か
ら
、

(
{
い
)
】
∞
円
十
回

4
十

ω
り
H
U

十
戸
匂
¥
己
H
W
M
U
H
M
A
F
U
¥
H
H

(
号
)
弓
口
十
ω
4
十
ω
U
H
U
H
U
N
ω

で
あ
り
、
凶
は
平
均
利
潤
と
一
仙
の
超
過
利
潤
を
入
手
す
る
。

つ
ま
り
価
値
段
階
で
は
特
別
剰
余
価
値
一
を
、
生
JV

低
価
格
段
階

で
は
一
%
の
超
過
利
潤
を
入
手
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
優
劣
を
示
す
上
下
関
係
で
は
な
く
、
上
つ
ま
り
じ
が

新
た
な
社
会
的
標
準
的
資
本
で
あ
る
場
合
を
考
え
る
と
、

同
∞
口
十
回
寸
十

N
H
H
H
I
M
M
(
現
民
q
u
言
自
)

と
な
り
、
こ
の
段
階
で
は
、
こ
れ
が
中
位
の
資
本
な
の
だ
か

ら
、
平
均
利
潤
は
一
口
%
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
生
産
価
格
段

階
の
一
個
当
り
の
数
字
は
、

H
∞
ロ
十
回
4
十
N
U
H
i
u
N
N

と
な
っ
て
、
平
均
利
潤
は
う
る
が
超
過
利
潤
は
な
い
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
右
の
数
字
例
で
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
特

別
剰
余
価
値
の
あ
る
と
ミ
ろ
超
過
利
潤
が
あ
り
、
特
別
剰
余
価

値
の
な
い
と
こ
ろ
超
過
利
潤
も
な
い
。
そ
し
て
、
二
こ
で
は
計

算
は
省
略
す
る
が
、
マ
イ
ナ
ス
特
別
剰
余
価
値
は
マ
イ
ナ
ス
超

過
利
潤
と
相
応
す
る
。
か
く
し
て
大
淵
氏
の
見
解
は
誤
り
で
あ

る
。
た
だ
し
、
以
上
の
数
字
的
説
明
は
C

の
な
か
の
固
定
資
太

の
磨
損
分
を
前
貸
資
本
と
同
一
視
し
て
い
る
の
で
、
よ
り
具
体

的
に
は
こ
の
両
者
を
区
別
し
た
計
算
例
を
つ
く
る
へ
き
で
あ
ろ

う
が
、
そ
う
し
て
も
事
態
の
本
質
は
変
-
り
な
い
。

E 

六
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B3 生産価格段階
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金
子
甫
氏
も
、
市
場
価
値
と
個
別
的
価
値
と
の
関
係
が
、
生
産
価
格
と
個
別
的
生
産
価
格
と
の
関
係
と
し
て
現
わ
れ
る
命
題
は
あ
や
ま

り
で
あ
る
か
ら
、
生
産
価
格
と
個
別
的
生
産
価
格
と
の
差
額
と
し
て
の
超
過
利
潤
は
、
社
会
的
価
値
と
個
別
的
価
値
と
の
差
額
で
あ
る
特

別
剰
余
価
値
を
表
現
す
る
と
い
う
命
題
も
諜
り
で
あ
る
、
と
し
て
、
論
稿
「
マ
ル
ク
ス
の
市
場
価
値
論
の
構
造
と
そ
の
欠
陥
」
(
桃
山
学
院

大
学
斗
経
済
学
論
集
』
一

O
巻
一
一
、
三
合
併
は
す
)
で
以
下
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、
あ
る
個
別
的
生
産
条
件
の
個
別
的
生
産
価
格
と
一
般
的
生
産
価
格
と
の
比
例
関
係
は
、
と
の
生
産
条
件
の
個
別
的
価
値

と
社
会
的
価
値
と
の
比
例
関
係
を
反
映
す
る
と
い
う
命
題
を
明
確
な
形
で
の
べ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
彼
は
差
額
地
代
論
を
展
開
す

る
さ
い
に
、
こ
の
命
題
の
理
論
的
前
提
と
な
る
よ
う
な
命
題
を
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
は
落
流
利
用
工
場
の
「
個
別
的
費
用

価
格
」
は
「
そ
の
商
品
に
平
均
的
に
費
や
さ
れ
る
費
用
価
格
」
よ
り
も
小
さ
い
こ
と
を
仮
定
し
て
次
の
よ
う
に
一
一
目
白
う
。

「
こ
こ
で
充
用
さ
れ
る
労
働
は
、
同
種
類
の
多
数
工
場
で
充
用
さ
れ
ろ
労
働
よ
り
も
、
よ
り
生
産
的
で
あ
り
、
そ
の
個
別
的
生
産
力
が

よ
り
大
き
い
0

・
:
・
充
用
労
働
の
個
別
的
生
産
力
が
か
よ
う
に
大
き
い
こ
と
は
、
こ
の
商
品
の
価
値
を
減
少
さ
せ
る
が
、
そ
の
費
用
価
格

し
た
が
っ
て
生
産
価
格
を
も
低
下
さ
せ
る
。
車
業
家
に
と
っ
て
は
、
こ
の
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
は
商
品
の
費
用
価
格
が
よ
り
低
い
と
い

う
ふ
、
?
に
あ
ら
わ
れ
る
。
:
:
:
彼
の
商
品
の
費
用
価
格
は
よ
り
低
い
の
だ
か
ら
、
彼
の
個
別
的
生
産
価
格
も
よ
り
低
い
。

彼
の
個
別

的
費
用
価
格
と
一
般
的
費
用
価
格
と
の
差
額
は
、
彼
の
個
別
的
費
用
価
格
と
一
般
的
費
用
価
格
と
の
差
額
に
上
っ
て
限
界
さ
れ
て
い
る
。

彼
が
商
品
を
そ
の
個
別
的
価
値
で
1

1
ー
ま
た
は
そ
の
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
生
産
価
格
で

1
売
ら
ね
ば
な
、
勺
ぬ
と
す

れ
は
、
右
の
差
額
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
」
(
『
資
本
論
』
三
巻
六
九
二
頁
、
訳
凶
九
O
一二
!
l
四
頁
)
。

こ
こ
で
は
、
個
別
的
価
値
が
よ
り
小
さ
い
な
ら
ば
個
別
的
生
産
価
格
も
よ
り
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
個
別
的
生

産
価
格
は
「
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
」
と
考
え
、
り
れ
て
い
る
。
個
別
的
価
値
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、
社
会
的
価
値
マ
イ
ナ
ス

「
差
額
地
代
し
と
「
価
値
」

ノ¥

九



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

七
0 

個
別
的
価
値
は
大
き
く
な
り
、
同
様
に
、
個
別
的
生
産
価
格
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
、

一
般
的
生
産
価
格
マ
イ
ナ
ス
個
別
的
生
産
価
格
は
大

き
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
別
的
生
産
価
格
は
「
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
」
と
い
う
命
題
は
、

「
個
別
的
生
産
価
格
と

般
的
生
産
価
格
と
の
差
額
」
が
個
別
的
価
値
と
社
会
的
価
値
と
の
差
額
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
命
題
と
同
じ
こ
と
を
意
味
す
る
。

も
つ
L
}

く
わ
し
く
見
れ
ば
、
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
マ
ル
ク
ス
の
見
解
は
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
「
個
別
的
生
産
力
が
よ

り
大
さ
い
一
結
果
と
し
て
個
別
的
価
値
が
よ
り
小
さ
い
な
ら
ば
、
個
別
的
費
用
価
格
も
よ
り
小
さ
く
な
る
と
と
、
第
二
に
、
個
別
的
費
用

価
格
が
よ
り
小
さ
い
な
ら
ば
、
個
別
的
生
産
価
格
も
よ
り
小
さ
く
な
る
こ
と
、
ー
ニ
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
一
つ
の
小
命
題
か
ら
、
個
別

的
価
情
が
よ
り
小
さ
け
れ
ば
個
別
的
生
産
価
格
も
よ
り
小
さ
い
と
い
う
命
題
が
生
ず
る
。
こ
の
命
題
が
、
個
別
的
生
産
価
格
は
「
個
別
的

価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
」
と
い
、
7
マ
ル
ク
ス
の
言
い
方
で
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
ど
の
命
題
も
正
し
く

な
い
。
第
一
に
個
別
的
費
用
価
格
は
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
同
種
商
品
を
生
産
す
る
個
別
的
諮
資
本
の
構

成
は
さ
ま
ざ
ま
に
違
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
個
別
的
費
用
価
格
が
同
一
で
も
、
そ
の
な
か
に
占
め
る
賃
金
部
分
は
さ
ま
ざ
ま

で
あ
り
、
そ
の
生
み
出
す
剰
余
価
値
部
分
も
遣
う
。
個
別
的
費
用
価
格
は
同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
商
品
一
単
位
に
投
下
さ
れ
た
不

払
労
働
量
が
違
う
な
ら
ば
、
個
別
的
価
値
も
違
う
。
ご
う
し
て
個
別
的
費
用
価
格
が
同
一
で
あ
っ
て
も
、
個
別
的
価
値
は
違
い
う
る
。
だ

か
ら
「
充
用
さ
れ
る
労
働
の
こ
の
よ
り
大
き
い
個
別
的
生
産
力
は
、
ぞ
の
商
品
の
価
値
を
引
き
下
げ
る
が
、
し
か
し
ま
た
そ
の
費
用
価
格

を
:
・
引
下
げ
る
」
と
い
う
こ
と
は
、

一
般
的
に
は
妥
当
し
な
い
(
前
掲
誌
四
五
I
七頁〉。

し
か
し
右
の
金
子
氏
の
所
説
は
お
か
し
い
。
な
る
ほ
ど
個
別
的
価
値
は
同
一
で
あ
っ
て
も
、
個
別
的
費
用
価
格
は
違
い
う
る
。

し
か

し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
充
用
さ
れ
る
労
働
の
こ
の
よ
り
大
き
い
個
別
的
生
産
力
は
、
そ
の
商
品
の
価
値
を
引
き
下
げ
る
が
、
し
か
し
ま

た
そ
の
費
用
価
格
を
:
・
引
き
下
げ
る
」
と
い
う
こ
と
が
妥
当
し
な
い
、
と
は
い
え
な
い
。
右
の
叙
述
は
マ
ル
グ
ス
が
落
流
の
生
産
力
に



関
し
て
の
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
の
例
外
的
生
産
力
が
自
然
に
起
因
す
る
に
し
ろ
、
改
良
さ
れ
た
機
械
に
よ
る
に
し
ろ
、
例
外
的

生
産
力
は
、
商
品
の
費
用
価
格
を
「
一
般
的
」
に
は
「
引
き
下
げ
な
い
」
の
で
は
な
く
「
引
き
下
げ
る
」
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

てr

lレ

ク
ス
の
差
額
地
代
を
説
明
す
る
場
合
に
用
い
た
表
一
を
例
と
し
て
も
、

A
地
に
く
ら
べ
て

B
地
は
二
倍
の
豊
度
(
こ
れ
が
労
働
の
よ
り
犬
き

い
個
別
的
生
産
力
で
あ
る
)
を
も
つ
た
め
、

A
地
の
一
ク
オ
ー
ダ
ー
の
生
産
物
が
ち
ロ

+
H
C〈
十

円

O
B
H
g
〈劃
.
2
3言
爵
〉
〔
日
ち
口

+
H
C

ぐ

+
5
0
]
V
H
g
(扇町田
q
〉
除
問
問
時
副
議
)
〕
で
あ
る
の
に
対
し
、

B
地
の
そ
れ
は
、

N
o
n
+
日
4
+
日
B
H
g
(荷
車

3
愈
歯
)
〔
H
M
O
n
+印
4

+
日
目
)
]
V
H
ω
C
(濁
E
S印
刷
附
言
誤
〉
〕
と
な
り
、

B
地
の
豊
度
が

A
地
の
二
倍
で
あ
る
と
い
う
恵
ま
れ
た
土
地
的
条
件
に
よ
っ
て
生
ず
る

労
働
の
よ
り
大
き
い
生
産
力
は
、

B
地
の
農
産
物
の
価
値
を
引
き
下
げ
(
六
O
か
ら
三
O

C
、
し
た
が
っ
て
そ
の
費
用
価
格
を
引
き
下
げ

る
(
五
O
か
ら
ニ
主
へ
)
の
で
あ
る
。
そ
の
豊
度
が
改
良
さ
れ
た
機
械
の
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。

た
だ
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
さ
き
の

大
淵
氏
の
所
説
で
の
マ
ル
ク
ス
の
引
用
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
が
資
本
の
利
潤
に
プ
ラ
ス
し
な
い
限
り
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

第
二
の
小
命
題
に
つ
い
て
氏
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

個
別
的
費
用
価
格
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
個
別
的
生
産
価
格
は
違
い
う
る
。
個
別
的
生
産
価
格
は
、
個
別
的
費
用
価
格
と
個
別
的
平
均

利
潤
と
か
ら
成
る
。
と
こ
ろ
が
、
個
別
的
資
本
の
構
成
は
、
不
変
資
本
と
可
変
資
本
と
の
比
率
に
お
い
て
違
い
う
る
だ
け
で
な
く
、
囲
定

資
本
と
流
動
資
本
と
の
比
率
に
お
い
て
も
違
い
う
る
か
ら
、
個
別
的
費
用
価
格
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
個
別
的
資
本
の
大
き
さ
は
同
じ
で
あ

る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
個
別
的
費
用
価
格
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
個
別
的
平
均
利
潤
は
違
い
う
る
。
と
す
る
と
個
別
的
生
産

価
格
も
違
い
う
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
彼
の
商
品
の
費
用
価
格
は
よ
り
低
い
の
だ
か
ら
、
彼
の
個
別
的
生
産
価
格
も
よ
り
低
い
の
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
は
正
し
く
な
い
。
す
な
わ
ち
「
伎
の
個
別
的
生
産
価
格
と
一
般
的
生
産
価
格
と
の
差
額
は
、
彼
の
個
別
的
費
用
価
格
と

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

イヒ



「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

七

一
般
的
費
用
価
格
と
の
差
額
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
る
L

と
い
う
見
解
は
正
し
く
な
い
。

「
彼
の
個
別
的
生
産
価
格
と
一
般
的
生

産
価
格
と
の
差
額
」
が
同
じ
で
も
「
彼
の
個
別
的
費
用
価
格
と
一
般
的
費
用
価
格
と
の
差
額
し
は
違
い
う
る
か
ら
で
あ
る
(
四
八
i
九
頁
〉
。

要
す
る
に
金
子
氏
は
、
個
別
的
価
値
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
個
別
的
費
用
価
格
は
同
じ
と
は
か
、
ぎ
ら
な
い
し
、
個
別
的
費
用
価
格
が
同
じ

で
あ
っ
て
も
個
別
的
生
産
価
格
は
同
じ
で
あ
る
と
は
か
、
ぎ
ら
な
い
。

だ
か
ら

「
個
別
的
生
産
価
格
は
個
別
的
価
値
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
」
の
で
は
な
い
、
と
主
張
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
個
別
的
価
値
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
個
別
的
費
用
価
格
が
、
さ
ら
に
個
別
的
費
用
価
格
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
個
別
的
生
産
価

格
が
、

そ
れ
ぞ
れ
必
ず
し
も
同
じ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

し
か
し
問
題
は
、

必
ず
し
も
同
じ
で
あ
る
か
、

ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
る

た
と
え
ば
、
さ
き
の
「
価
値
段
階
の
表
A
」
と
「
生
産
価
格
段
階
の
表

B
」
(
本
稿
六
六
貰
)
の
数
字
を
例
と
す
る
と
一
ケ

当
り
の
個
別
的
価
値
が
、
企
業

ωで
は
一

O
、
目
的
で
は
一
一
・
五
、

mで
は
二
二
%
で
あ
る
が
、
そ
の
個
別
的
生
産
価
格
は
止
で
は
一

O

%
、
附
で
は
一
一
括
、
問
で
は
一
二
日
で
あ
る
。
た
だ
部
門
全
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
計
は
三
四
五
で
あ
っ
て
一
致
す
る
。
つ
ま
り
一
般
的

な
比
例
関
係
が
あ
り
、
か
つ
価
値
と
生
産
価
格
が
総
計
に
お
い
て
一
致
す
る
点
を
認
識
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

の
で
は
な
い
。

マ
ル
ク
ス
の
差
額
地
代

論
に
お
い
て
も
、
右
の
比
例
的
照
応
関
係
は
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
差
額
地
代
論
で
述
べ
た
見
解
の
誤
り
」

な
ど
は
存
在
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
差
額
地
代
論
に
は
マ
ル
ク
ス
の
価
値
規
定
が
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。

氏
は
「
最
劣
等
地
の
資
本
の
個
別
的
生
産
価
格
が
農
業
生
産
物
の
生
産
価
格
を
規
定
す
る
と
い
う
見
地
を
固
守
す
る
か
ぎ
り
、
最
劣
等

地
の
資
本
の
個
別
的
価
値
が
社
会
的
価
値
を
規
定
し
、
そ
し
て
、
最
劣
等
地
の
資
本
の
構
成
が
、
農
業
資
本
の
構
成
と
し
て
、
農
業
生
産

物
の
生
産
価
格
と
そ
の
価
値
と
の
違
い
を
規
定
す
る
、
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
劣
等
地
の
資
本
の
個

別
的
生
産
価
格
が
農
業
生
産
物
の
生
産
価
格
を
規
定
す
る
と
い
う
命
題
が
成
り
た
っ
た
め
に
は
、
あ
る
生
産
条
件
の
資
本
の
個
別
的
生
産



価
格
が
生
産
価
格
を
規
定
す
る
は
あ
い
に
は
同
じ
資
本
の
個
別
的
価
値
が
社
会
的
価
値
や
一
規
定
す
る
と
い
う
命
題
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
の
命
題
が
誤
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
な
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
劣
等
地
の
資

ト
ネ
の
個
別
的
生
産
価
格
が
生
産
価
格
を
規
定
す
る
と
い
う
命
題
も
誤
ま
っ
て
い
る
」
(
五
七
八
頁
)
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
氏
の
こ
の
見

解
こ
そ
誤
ま
っ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
氏
は
マ
ル
ク
ス
の
差
額
地
代
論
で
「
最
劣
等
地
の
資
本
の
個
別
的
生
産
価

格
が
、
農
産
物
の
(
市
場
)
生
産
価
格
を
規
定
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
「
あ
る
生
産
条
件
の
資
本
の
個
別
的
生
産
価
格
が
(
市
場
)
生
産

価
格
を
規
定
す
る
ほ
あ
い
に
は
同
じ
資
本
の
個
別
的
価
値
が
社
会
的
価
値
を
規
定
す
る
と
い
う
命
題
が
成
り
た
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一

と
い
う
こ
と
と
結
び
つ
け
、
後
者
が
あ
や
ま
り
だ
か
ら
、
前
者
も
誤
ま
り
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
後
者
は
正
し
い
の
で
あ
る
か

ら
前
者
も
正
し
い
。
そ
し
て
「
最
劣
等
地
の
土
地
生
産
物
の
個
別
的
価
値
(
個
別
的
生
産
価
格
〉
が
、
市
場
価
値
(
市
場
生
産
価
格
)
を
規
定

す
る
」
こ
と
の
価
値
論
的
内
容
は
、
す
で
に
本
文
で
あ
き
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
。

「
差
額
地
代
」
と
「
価
値
」

七




